
■支持率比較表

項 目 ％の差 03位化 し て
(03-05) ほ し い こ と

移 民社会の若い世代に沖縄へ の理解 を 深 め る 3％増
1 

ピ ジ ネ ス 交流 を 促進す る 3％増

世界各地の県人会同士の交流 を 深め る 1 ％増

Ill光地 と し て の沖 縄 を PR す る 1 ％増

2 平和の大切 さ を ア ピー ル す る 1％増

海 外の 文 化 を 沖縄県民へ紹介す る 1 ％増

そ の他 1 ％増

沖縄の伝統 ・ 文化 ・ 風土 へ の理解 を 深 め る 0% 
3 

移民の歴 史へ の 遭解 を 深 め る 0% 

世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 同士の交流 を 深 め る - 1 %  
4 

沖縄県民 と の交流 を 深 め る - 1 %  

移住者の労 を ね ぎ ら う -5% 
5 

故郷へ の郷愁 を 満足 さ せ る -5% 
ム 計 （％）Cコ

(2) 有識者 ヒ ア リ ン グ

① 実施 目 的
ウ チ ナ ー ン チ ュ の 移民事情 に 詳 し い大学教授

や マ ス コ ミ 関 係 者 、 さ ら に 過去大会の 関 係 者 な
ど か ら 意見 を 聴 き 、 今 回 大 会 の 開 催 方針 を は じ
め 大 会 運営 や 各種 プ ロ グ ラ ム に 反映 さ せ る 。

② 実施時期
平成17年 4 月 1 1 日 ～ 平 成 17年 5 月 1 1 日

③ 対象者
22名 （教 育 関 係 、 マ ス コ ミ 関係 、 観光業関 係 、

広 告代理店 関 係他）

④ ヒ ア リ ン グ結果
• 実施期 間 ： 平成17年 4 月 6 日 ～ 5 月 1 1 日
• 調査機関 ： 沖縄県観光商工部
• ヒ ア リ ン グ方 法 ： イ ン タ ピ ュ ー 又 は メ ー ル
• ヒ ア リ ン グ対 象 人 数 ： 22名
• ヒ ア リ ン グ対象分野 ： 観光業関 係 者 (4) 、 広 告

代理店 関 係 者 (5) 、 海外 県 人 会 関 係 者 （7) 、 教
育 関 係 者 (2 ） 、 メ デ イ ア 関 係 者 (3) 、 前大 会 関
係 者 ( 1 )

ア 大会時期 に つ い て
• 大会 開 催 日 は 早 め に 決定 し 、 早 め に 海外へ

発信す る こ と が大事で あ る 。
• 那覇 ま つ り な どの 観光行事 と 連動 さ せ る こ

と は必 要 だ が、 修学旅行の シ ー ズ ン と 時期
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回答数 回答率
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66 57% 
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が重 な る 場合 は 、 早 め に 関係機関 と 調整 ・
連携す る 必要があ る 。

イ 大会の あ り 方 に つ い て
• 大会 後 、 何が残 る の か 、 と い う 視点が大切。
• 大会 だ け の つ な が り と し な い。 大 会前 は プ

レ イ ベ ン ト でつ な が り 、 大 会の 4 日 間 は ア
ク シ ョ ン プ ラ ン と と ら え 、 大会以降 に お い
て も や り と り を 継統す る こ と 。

• 大会 を シ ン ポ ジ ウ ム 、 会議、 提 言 の み で終
わ ら せ な い。 お 互 い メ リ ッ ト と な る よ う な
自 発的 な 行動 を 起 こ さ せ る よ う に 持 っ て 行
く 。

• 高齢 の 方 々 は 大 会 を 機会 に 沖縄への 里帰 り
を 大変 楽 し み に し て い る 。

• 県主催 イ ペ ン ト ヘの 寄 附は損金算 入 で き る
も の の 、 企業側 に と っ て は 負担が大 き い。

• 大会 で の料 理 は 華美 な も の で な く 沖縄 そ ば
な どで よ い 。

ウ 世代交代 に つ い て
• 若 い 人へ 繋 げて い け る 内 容 で あ る べ き 。

ジ ュ ニ ア 大使 の創 設 な ど。
• ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 で は 沖縄県内 • 海外 の

子供が主体的 に 関 わ れ る プ ロ グ ラ ム が あ る
と よ い。

• 日 本語 の 話せ な い 若 い 世代が関 わ り やす い
プ ロ グ ラ ム を 盛 り 込む と そ の層 の 参加者増
も 見込 ま れ る 。 今 ま で仕事で こ れ な か っ た
世代 も 子供 に活躍 の 場があ る 大会 な ら 参加



を 希望する だ ろ う 。
• 若い世代 は どの国で も 県人会活動か ら 距離

を 龍い て い る 場 合が増 え て い る 。 県人会活
動の世代交代が う ま く い っ て い な い。

• ル ー ツ を 知 ら な ければ、 県系 人社会は将来
崩壊する だ ろ う 。

エ 教育分野への効果について
• 小中高校 を 巻 き 込 ん だ展開がで き な い か。
• 移民の歴史 と か、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会の意

義 を 学習 で き る イ ペ ン ト が大切。
• 沖縄県は文化 を 通 し た 人材育成の先進県 と

な る 可能性 を 秘 め て い る 。
• 競争で は な く イ チ ャ リ パチ ョ ー デー の心で

繋が り 、 お互いの長所 を 伸 ば し て い く 教育
がで き る 県であ る。 お互い の長所 を 繋げて
発展 して い く サ イ ク ル を 作 る こ と ので き る
先 進 的 な 場所 と な り え る 。 人 は コ ミ ュ ニ
テ ィ の中で育つ。 世界に広がる ウ チ ナ ー ン
チ ュ ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で青少年 を 育て る 。

オ ア イ デンテ イ テ ィ につ いて
• ウ チ ナ ー ン チ ュ の ア イ デ ン テ イ テ ィ が し つ

か り と 根付いて い る か ら こ そ 国 を 超 え て横
の繋が り 読い て い る 。

• 海外の ウ チ ナ ー ン チ ュ は ウ チ ナ ー ン チ ュ で
ある こ と に大変誇 り を持 っ て い る 。

• ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て の D N A を揺 さ ぶ る
よ う な 内容 に し て ほ し い。

• 沖縄に 誇 り を持つ こ と は夢 を 実現す る 原動
力 に も な る 。

カ イ ペ ン ト につ いて
• 協賛 イ ペ ン ト で は各団体が独 自 に 動 け 、 大

会終了後 も 持統的 に統け る こ と がで き る よ
う な仕組み を 作 る こ と が必要。

• 大会事務局主催で全て の イ ペ ン ト を す る の
で は な く 、 市町村、 民 間企業、 各団体等 に
呼 ぴか け て 関連 イ ベ ン ト を 開催 し て も ら う
と 多岐 に わ た る 県民が主体的 に大会 に 関 わ
れて よ い。 そ の際事務局 は助成金 を 出 す、
な どの対応が考え ら れる 。

• 自 信 を 持 っ て 沖縄の ネ ッ ト ワ ー ク を 拡げて
い く た め に も 、 沖縄の よ さ を 再確認で き る
イ ペ ン ト が大切。 沖 縄 と い う ル ー ツ に誇 り
を持て る と よ い。

• 1 世、 2 世への感謝 を 示す セ レ モ ニ ー は 、
は ずせ な い の で は な い か。

キ 沖縄の文化 に つ いて
• エ イ サ ー は 若 い 世代 に 大変 人気があ る 。 祭

の 時 に エ イ サ ー に 参加 す る 子供 が多 い の
で、 海 外 県 人 会 等 ヘ パ ー ラ ン ク ー な ど を
送 っ て欲 し い 。

• ト ラ デ イ シ ョ ン と ク リ エ イ シ ョ ン （伝統 と
創 造） 。 伝統 を 守 り な が ら 未 来 に 向 か っ て
創造 し て い く こ と が大変重要 で あ る 。

• 文化の継承 に は子供が文化 を 体験す る と い
う 過程が大切 であ る 。

ク ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て
• ネ ッ ト ワ ー ク は 人 と 人 と の 繋が り な の で 、

継続す る こ と が最 も 大切 で あ る 。
• ウ チ ナ ー ン チ ュ と い う 血縁 の み な ら ず、 沖

縄 フ ァ ン を 取 り 込 ん だ大会で も よ い。 ネ ッ
ト ワ ー ク は どん どん 外へ広 が っ て 発 展 し て

い く も の であ る
• ウ チ ナ ー ン チ ュ の ネ ッ ト ワ ー ク は 閉 鎖 的 な

も の で な く 、 血縁 に 関 係 な く 、 関 心の あ る
人 を ど ん ど ん 取 り 込 む 拡 大 的 な も の で あ
る 。

ケ ピ ジネ ス に つ いて
• 海外県系人の や っ て い る 企業 の デ ー タ ベ ー

ス があ れ ばい い。 海 外 県 人 会版 商 工 会 議
所 、 海外 ビ ジ ネ ス マ ン の リ ス ト 化 な ど、 整
備 で き れ ば効果的 で あ る 。

• 現状で は 海外 と の 流通が弱 い 。 今 後の W U
B への期待は大 き い。

28 



(3) 墓本方針 フ ロ ー 図

ア ン ケ ー ト

移民社会の若い世代 に
沖縄への理解 を深め る

ネ ッ ト ワ ー ク の継承

沖縄振興計画

世 界 各地 と の
ネ ッ ト ワ ー ク の形成

有識者意見

移住先国 に お け る
世代交代が課題

第4回 世界のウチナー ンチュ大会

<コZ

<巴祖9

移住者世代の功績 を 踏 ま え 、 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク を 担 う 次世代の育成 を 図 る 大会 と し 、
世界 に 広 が る ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の継承 さ ら に は 深化 ・ 拡充 を 目 指 す。

／ 
大会の 目 的 で あ る 「 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の継承、 深化 ・ 拡充」 の実現 を 図 る た め 、 以下
の 基本方針 を 定 め る 。

① ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の 原点 で あ る ア イ デ ン テ イ テ ィ を 確認 す る
② ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の未来の担い手 を 育成 す る
③本県の各面 に お け る 持続的な幅広い交流 に 資 す る

ロ
①大会参加者 が積極的 に 参加 で き る 「参加 ・ 交流型」 と す る
②県民 を 巻 き 込 ん だ全県的 な 展 開 が図 ら れ る 「展開型」 と す る
③各交流分野 で 、 具体的 な 成果 が 出 せ る 「成果型」 と す る

／ 
プロ グ ラ ム分野

F
.
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2 大会概要

( 1 ) 開催趣 旨

本 県 は 、 わが国有数の移民県であ る。 戦前 ・ 戦
後 を 通 じ て 多 く の県民が海外 に雄飛 し 、 現在では
海外に在住する 県系人は北米 ・ 南米 を は じ め 、 東
南 ア ジ ア 、 ヨ ー ロ ッ パ、 ア フ リ カ 等、 世界の 国 々
に36万人 を 超 え て い る 。

1 世か ら 5 世 ま で を 含めた こ れ ら の 多 く の県系
人た ち は 、 移住先 に お け る 困難の時代 を 、 不屈の
精神 と 持 ち 前のおお ら か さ で乗 り 越 え て 、 堅実な
歩み を 統 け て き た。 そ し て 今で は そ の 移 住 先 に

し っ か り と 定着 し 、 各 国 社 会 の 構 成 員 と し て 政
治、 経済、 文化、 学術等の各方面で活躍、 そ の 国
の 開発、 発展 に寄与 し 、 その勤勉 さ は高い評価を
得 て 、 信頼 さ れ る ま で に い た っ て い る 。

わが国最大の人的財産であ る 海外の県系人 を 本
県 を 要 と して結びつ け る 世界 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を
形成する 目 的で、 1990年 （平成 2 年） 8 月 に 「世

界の ウ チ ナ ー チ ュ 大会」 が開催 さ れた。 こ の イ ベ
ン ト は、 世界各国の県系人や、 その 関係者等 を 結
ぶ世界的 な ネ ッ ト ワ ー ク の核 と し て 「 ウ チ ナ ー 民
間大使」 制度 を発足 さ せ、 そ の活動 を 通 じ て 、 よ
り 強力 な 国際交流事業の展 開 を実現 さ せた。

さ ら に1995年 （平 成 7 年） 「第 2 回世界 の ウ チ

ナ ー ン チ ュ 大会」 が開催 さ れ、 「沖縄」 を 国際的視
点 か ら 内 外 に ア ピ ー ル し た。 こ の 年 は 太平 洋 戦
争 ・ 沖縄戦某結50周 年の節 目 に あ た り 、 国際交流
と 平和 の 意義 を 考 え る 記念事業 と し て 実施 さ れ
た。

2001年 （平成13年） に 6 年ぶ り に 開催 さ れた 第
3 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会で は 、 前年 に行わ
れた九州 ・ 沖縄サ ミ ッ ト に統 き 、 世界 に 「沖縄」
を 一層 ア ピ ー ル す る と と も に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ
ツ ア ー や ワ ー ル ド学生会議の実施 な ど若者 に も 目

を 向 け る 大会 と な っ た。
そ し て、 第 4 回 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 は 、

移住先 国 と 沖縄の相互発展 に尽力 し て き た 移住世
代 と 、 こ れか ら 未来 を 創造 し て い く 若 い 世代の 双

方に焦点 を あ て 、 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク に お け る
世代間 ・ 地域間 の相互理解 と 交流 を 深め る 機会 と
し 、 ネ ッ ト ワ ー ク の継承 さ ら に は 拡大発展 に 資す
る 大会 と す る 。

30 

(2) 大会の 目 的

移 住 者 世代 の 功 績 を 踏 ま え 、 ウ チ ナ ー ネ ッ ト
ワ ー ク を 担 う 次世代の 育 成 を 図 る 大会 と し 、 世 界
に広がる ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の継承 さ ら に は 深
化 ・ 拡充 を 目 指す。

(3) 大会墓本方針

大会の 目 的であ る 「 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の継
承、 深化 ・ 拡充」 の 実現 を 図 る た め 、 次 の 3 つ を
基本方針 と す る 。
① ウ チナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の原点で あ る ア イ デ ン

テ イ テ ィ を確認す る 。
② ウ チナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の未来の担い手 を 育成

す る 。
③ 本 県の各面 に お け る 将来 に 向 け た 持続的 な 幅

広い交流に資す る 。

(4) プロ グラ ム墓本方針

大会で実施す る 各種 イ ベ ン ト プ ロ グ ラ ム に つ い
て は 、 大会 目 的 ・ 基 本 方 針 に 沿 っ た 内容 と し 、 以
下 の 点 に 留 意す る 。
① 大会参加者が積極的 に参加で き る よ う な 「参

加 ・ 交流型」 と す る 。
② 県民 を 巻 き 込 ん だ 全 県 的 な 展 開 が 図 ら れ る

「展開型」 と す る 。

③ 各交流分野で 、 具体的 な 成果 が 出 せ る 「成 果
型」 と す る 。

(5) 開催時期

前夜祭 ： 平 成18年10月 11 日 （水）

本大会 ： 平成18年10月 12 日 （木） ～ 15 日 （ 日 ）



【 大会 基 本 方 針 】 【 大 会 運 営 の コ ン セ ブ ト ］ 【 主 管 】

民 間 ノ ウ ハ ウ の 活 用
協 賛 の 積 極 的 導 入
実 行 組 織 と の 連 携 ワ ー ク

1
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3
 

ア イ デ ン テ イ テ ィ ー の 確 認
未 来 の 担 い 手 育 成
各 面 の 持 続 的 な 幅 広 い 交 流

1
2
3
 

市 町 村
教 育 · 学 術 機 関
各 種 団 体

マ ス メ デ イ ア
協 賛 企 業
W U B / J I C A 共 催 ・ 後 援

第 4 回 世 界 の
ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会
実 行 委 員 会
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後 援 ・ 支 援 プ ロ グ ラ ム 1 イ ベ ン ト プ ロ グ ラ ム メ イ ン プ ロ グ ラ ム

3
1
 

• 前夜 祭
・ 式典 業 務

開 会 式
歓 迎 レ セ プ シ ョ ン
民 IUJ 大使認証 • 特別 功 労 表 彰

・ フ ィ ナ ー レ
・ 招 待（沖 外 •

直
羞

送

r

ノ

海 外 参 加 者 ( 5 千 人 ） 県 外 参 加 者 ( 5 百 人 ）

県 内 参 加 者 ( 5 0 万 人 ）



(7) 大会組織図

主 管

沖縄県
（財） 沖縄県国際交流 ・ 人材育成財団
（財） 沖縄観光 コ ンベ ン シ ョ ン ピ ュ ー ロ ー

ー」
実 行 組 織

第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員会
会 長 ： 沖縄県知事
副 会 長 ： 沖縄県謙会請長
副 会 長 ： 沖縄県副知事
副 会 長 ： 沖縄県副知事
副 会 長 ： 沖縄県出納長
副 会 長 ： 沖縄県市長会会長
副 会 長 ： 沖縄県町村会会長
副 会 長 ： 沖縄県商工会謙所連合会会長
副 会 長 ： （財） 沖縄県国際交流 ・ 人材育成財団理事長
副 会 長 ： （財） 沖縄観光 コ ン ベ ン シ ョ ン ピ ュ ー ロ ー 理事長
副 会 長 ： 独立行政法人国際協力機構沖縄国際セ ン タ ー 所長
委 員 ： 経済界代表

国際交流団体代表
名誉領事等
マ ス コ ミ 代表

そ の他関係団体代表
沖縄県警察本部長
沖縄県関係部局長

監 事 ： 沖縄県出納事務局長

沖縄県総務部財政統括監

幹 事 会

幹 事 長 ： 沖縄県観光商工部観光交流統括監
副幹事長 ： （財） 沖縄県国際交流 ・ 人材育成財団事務局長
副幹事長 ： （財） 沖縄観光 コ ンベ ン シ ョ ン ピ ュ ー ロ ー 事務局長
幹 事 ： 沖縄県議会事務局次長
幹 事 ： 沖縄県市長会事務局長

幹 事 ： 沖縄県町村会事務局長

幹 事 ： 独立行政法人国際協力機構沖縄国 際セ ン タ 一 次長
幹 事 ： 沖縄県商工会議所連合会事務局長
幹 事 ： 沖縄県警察本部警務部参事官兼誓務課長
幹 事 ： 沖縄県関係部局統括監及び次長 ( 1 1 名 ）
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総務省
外務省
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--」 独立行政法 人 国 際協 力 機溝
国際交流基金
（財） 海外 日 系 人協 会
（社） 日 本外交協会
各 国大使館
ハ ワ イ 州

協
--' 航空会社

県 内 マ ス コ ミ 各社

賛



3
3 

会-5----巴 時 1 0 月 1 0 日 （火） 1 0月 1 1 日 （水） 1 0 月 1 2 日 （木） 1 0 月 1 3 日 （金） 1 0 月 1 4 日 （土） 1 0月 1 5 日 （ 日 ）
沖縫県平和創造の森公園 平和体験 ・ 樋樹ツアー

平和の礎 他 9:00~ 1 7 : 40 

国際通り 前夜祭バレード
1 7 : 1 5~20 :00 

沖縫コンペンシゴベシクー 第4回世界のウチナーンチュ大会閉会式
展示場 第4回世界のウチナーンチュ大会 17 :30~ 19 :20 

沖縄エ／ペンシ手ベシクー 開会式 ミュージカル「海から豚がやってきた9」 琉疎交響楽団コンサート

劇場
1 3:00~ 1 5 : 30 昼の部 1 4 :00~ 1 6 : 1 5  15 :00~16 :30 

夜の部 1 8:00~20 : 1 5  

ワールドウチナーシンポジウム
• プロジェクトエスペランサ

沖繹コンペンシ手ペシクー 10 :00-1 2 : 30 

会請場 A l • 県人会長 ・ 新ウチナー民間大使会II
1 4 :00~16 :30 

• 表彰式・交流会
18 :00~20:00 

沖縄コンペンシゴベシター 平和ワーク「世界と沖縄」展 平和ワーク「世界と沖縄」展 平和ワーク「世界と沖縄」展 平和ワーク「世界と沖縄」展
会謙場 A2 1 3:00~18:00 10 :00~18:00 10 :00~18:00 10 :00~18:00 

ー校一国運動展示プース ー校一 国運動展示プース ー校一国運動展示プース ー校一国運動展示プース
平和ワーク「世界と沖縄」展 平和ワーク［世界と沖縄」展 平和ワーク「世界と沖縄」展 平和ワーク「世界と沖縄」展

1 3 : 00-21 :00 10 :00~21 :oo 10 :00-21 :oo 10 :00-21 :oo 
ウチナーチャンプルーフェスク ウチナーチャンプルーフェスタ ウチナーチャンプルーフェスク ウチナーチャンプルーフェスク
• ワールドパザール • ワールドパザール • ワールドパザール • ワールドパザール

宜野湾海浜公国 n: 00~21 :00 10 :00~21 :oo 1 0:00-21 :oo 1 0:00-21 :oo 
多 目 的広場 • チャンプルー交流祭 • チャンプルー交流祭 • チャンプルー交流祭 • チャンプルー交流祭

1 3:00-21 :00 10 :00-21 :oo 10 : 00~21 :oo 10 :00-21 : oo  
• 文化体験ワークショップ • 文化体験ワークショップ ・ 文化体験ワークショップ • 文化体験ワークショップ

グランドフィナーレ
20:00-21 :oo 

ワールドピジネスフェア ワールドビジネスフェア ワールドピジネスフェア ワールドビジネスフェア
1 3 : 00-21 :00 10 :00-21 :oo 10 :00~21 :oo 10:00~18:00 

宜野湾市立体育館 ピジネスシンポジウム ピジネスシンボジウム
1 部 10 :30-12 :00 3 部 1 3 :00~16:00
2 部 1 3 : 30~1 6 : 00

宜野湾市立グラウンド
国際親善サッカー大会 国際親善サッカー大会 9:00-17: 20

17 :00~18 :30 サッカー教室 1 3 : 00~ 1 4 : 30 

宜野湾市民会館 NHKのど 自慢・ 予選会 NHKのど 自 慢 • 本選
大ホール 1 3 :00~ 18 :00 12 : 15~13 :00 

琉珠古典芸能鑑賞会
国立劇場おきなわ 昼の部 1 4 :00~16:00 

夜の部 18 :30~20: 30 
世界のウチナーンチュ大会記念 世界のウチナーンチュ大会記念 世界のウチナーンチュ大会記念 世界のウチナーンチュ大会記念 世界のウチナーンチュ大会記念 世界のウチナーンチュ大会記念
「琉球王朝一貫いへの銹い」 「琉球王朝一賃いへの銹い」 「疏珪王朝一賃いへの銹い」 「琉球王朝一貫いへの銹い」 「琉球王朝一貫いへの銹い」 「琉鰈王朝一員いへの銹い」

首里域公園 1 1  :00-1 1  :50/14:00-14:50 1 1  :00~1 1 :50/14 :00~14:50 11 :00~1 1 :50/14:00~14:SO 1 1  :00~1 1 :50/14 :00~14:50 1 1  :00~ 1 1  : 50/14 :00~14 :50 1 1  :00~ 1 1  : 50/ 1 4 : 00~ 1 4 : 50  
16:00~16:50 t6 :00~ t6 :50 16:00~16:50 16:00~16:50 16 :00~16 :50 16 :00~16 :SO 

空手道・ 古武道交流禁 空手道・ 古武道交流禁
県立武道館 9:30~ 1 7 : 30 スーバーセミナー 10 :00~14:00 

国際親善ゲ トポ ル大会
奥 武山陸上競技場 7:50~ 17 :00 

(
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(9) イ ペ ン ト 概要
① プ レ イ ペン ト

1 ー校一国運動

元 2 世通訳兵
2 への感謝状贈呈

ジ ュ ニア ス タ
デイー ツ アー

H 18. 7. 29 （土）
-8. 8 （火）

② 本 イ ペン ト

平和体験 ・
1 植樹ツアー

H 18. 10. 10 （火）

前夜祭
2 バレー ド

H l8. 10. l l （水）

開会式3 
H 18. 10. 12 （木）

ウチナーチ ャ ン

4 
プルー フ ェ スタ
H l8. 10. 12 （木）

~ 15 （ 日 ）

ワール ド
ウチナー

5 
シンポジウム
Hl8. 10. 14 （士）

ワール ド
ピジネスフ ェ ア

6 
H 18. 10. 12 （木）

- 15 ( B )  

目 的
地域の 国際化の 椎進、 国 際 化 に 対応 し 得 る 人材及 び ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の
担 い手 と な る 次世代の育成 を 図 る 。

内容
小 ・ 中 ・ 高校の 児童生徒が移民の歴 史 や 海外 に 在住 す る ウ チ ナ ー ン チ ュ に つ

い て学ぶ。

沖縄か ら 「平和 と 友愛」 を 世界へ発信す る た め 、 沖 縄 戦 で 多 く の 県民 を 壕か
目 的 ら 救 い 出 し 、 戦後は 沖縄の復興 に 多大な 貢 献 を さ れ た 元 2 世通訳兵 に 感 謝状

を贈呈す る 。

内容 元 2 世通訳の 人 道 的 な 活動 に対 し 、 感謝状 を 賠呈す る 。

目 的
海外県系 人社会の 若 い 世代 に 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ ア イ デ ン テ イ テ ィ の 継承 を 図
る と 共 に 、 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク を 深化 ・ 拡充 さ せ る 。

海外県系 人の子弟 を 招待 し 、 沖縄の歴史、 文化、 自 然、 社会状況 の 体験学習
内容 と 沖縄の児童生徒 と の交流 を 行 う 。

目 的 平和の 尊 さ を 考 え る 機会 と し 、 沖縄か ら 世界へ向 け て 平和 の 発信 を 行 う 。

内容 沖縄戦での 日 米両軍の激 し い 戦闘の 跡 を 巡 っ た 後 、 記念植樹 を 行 う 。

目 的
大会参加者の 来県 を 歓迎 し 、 大会参加者が県民 と 共 に 感動 を 分か ち 合い 交 流
す る 場 と す る 。

内容
各 国 ・ 各 地域の参加者が民族衣装や カ ジ ュ ア ル ウ ェ ア で 国 際通 り を パ レ ー ド
す る 。

目 的 海外か ら の参加者 を 歓迎 し 、 大会の碓開 け を 宣言す る 。

内容 開会宣言、 主催者あ い さ つ 、 来賓祝辞、 ア ト ラ ク シ ョ ン 等

目 的 様 々 な イ ベ ン ト を 通 し て 、 大会参加者 と 県民 と の 活発 な 交流 と 相 互理解 を 深
め る 。

世界各国の芸能、 沖縄の伝統芸能 、 エ イ サ ー 等 の ス テ ー ジ イ ベ ン ト 及 び体験
内容 教 室 を 実施す る 。 世 界 の 物 産展 と と も に 大 会 参 加 国 の 料理が楽 し め る コ ー

ナ ー を 設 け る 。

ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の担 い手 と な る 次世代 の 育成 を 図 る と と も に 、 国 際 社
目 的 会にお け る 沖縄及 び世界の 県 系 人 の 果 た す 役割 な ど こ れ か ら の ウ チ ナ ー ネ ッ

ト の あ る べ き 姿 を 探 る 。

内容 プロ ジ ェ ク ト エ ス ペ ラ ン サ 、 県 人会長 ・ 新 ウ チ ナ ー 民 間 大使会議 を 行 う 。

目 的
世界各 国 を ピ ジ ネ ス ネ ッ ト ワ ー ク で結 びつ け 、 経済交流 を 活発化 さ せ る こ と
に よ り 、 経済 ・ 産業分野 に お け る 相互の持続的発展 を 図 る 。

海外進出 を 目 指す県内企業 と 県内 ・ 国 内 の 進 出 を 目 指 す 海外企業 の 物産展示
内 容 と 商談 コ ー ナ ー を 設置す る 。

会場内で経済交流 を テ ー マ と し た シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催す る 。

34 



目 的
世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ が郷 里 に 寄 せ る 想 い や ゆ い ま ー る 精神 を 表す ミ ュ ー ジ

ミ ュ ー ジカル カ ル を 上演す る 。

7 
「海か ら豚が
や っ て き た ！！」 戦争で壊滅的 な被 害 を 受 け た 沖縄 を 救済す る た め 、 ハ ワ イ の ウ チ ナ ー ン チ ュ
H l8. 10. 14 （土） 内容 が550頭 の 豚 を 沖縄へ送 り 届 け た と い う 実話 を も と に し た ミ ュ ー ジ カ ル を 上

演 す る 。

琉球古典芸能 目 的
大会参加者が県民 と 一緒 に な っ て 伝統芸能 を 鑑賞 し 、 楽 し ん で も ら う 場 と す

8 鑑賞会 る 。

H 18. 10. 13 （ 金 ） 内 容 国立劇場お き な わ と タ イ ア ッ プ し 、 沖縄伝統芸能 の 公演 を 行 う 。

首里城公園 か つ て 繁栄 を 誇 っ た 琉球王朝 の 象 徴で あ る 首里城で、 沖縄の芸能文化 を 堪能
「琉球王朝 一 目 的 し て も ら う 。， 舞への誘い」

H 18. 10. 9 （ 月 ）
~ 15 ( 日 ） 内容 首 里城内の常設催事 ・ 琉球王朝 「舞への誘い」 と タ イ ア ッ プ し 実施す る 。

平和 ワ ー ク さ る 大戦 で 多 大 な 被害 を 受 け た 沖縄 か ら 平和 を 発信す る プ ロ グ ラ ム と し て 実
「世界と沖縄」展 目 的 施す る 。10 
H lS. 10. 12 （ 木 ）

~ 15 （ 日 ） 内容 J I C  A 等 と 連携 し 国際貢献 ・ 協力事業の展示 や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催す る 。

空手道 ・ 古武道 世 界 各 国 及 び県内外の カ ラ テ 愛好家の技術向上 ・ 人材 育 成 と と も に 、 相互交
六.x.

：、JエI し
匹示

目 的 流 を 図 る 。
1 1  

H l8. 10. 14 （土）
~ 15 （ 日 ） 内容 空手演武 ・ 少年 少女演 武 ・ 女性空手家 演 武 ・ セ ミ ナ ー 等 を 行 う 。

国際親善ゲー ト 目 的
参加者相互の言語 を 超 え た ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン を 通 し 親睦 を 深 め 、 今

12 ボール大会 後 の 交流の推進 を 図 る 。

H l8. 10. 14 （土） 内容 海外チ ー ム と 県 内 各市町村チ ー ム の参 加 に よ る 大 会 を 行 う 。

国際親善 目 的 サ ッ カ ー を 通 し 、 よ り 多 く の 人が国 や 世代 を 超 え て 友好 と 親善 を 深め る 。

13 サ ッ カ ー大会 県 内 • 海外チ ー ム の ト ー ナ メ ン ト 戦。 ジ ュ ニ ア を 対象 と し た サ ッ カ ー 教室の
H 18 .  10 .  14 （土） 内 容

開催。

目 的
「 N H K の ど 自 慢」 を N H K 沖縄放送局 、 宜野湾市 と 共催 で 開 催 し 、 県民 と 海

14 
N H K の ど 自 慢 外の ウ チ ナ ー ン チ ュ が共 に 交流す る 。
H 18. 10. 1 5 ( 日 ）

内 容 宜野湾市民会館 に て 、 14 日 に予 選 会 、 15 日 に本選 を 行 う 。

目 的
ウ チ ナ ー ン チ ュ が幼 い 頃 か ら 親 し んで き た 沖縄の メ ロ デ イ ー を ク ラ シ カ ル な

琉球交響楽団 音 楽 で 楽 し ん で も ら う 。
15 コ ンサー ト

H lS. 10. 15 ( 日 ） 内容
沖縄の わ ら べ歌や 島唄 な ど を ク ラ シ ッ ク の ア レ ン ジ に よ っ て広 が り の あ る サ
ウ ン ド と し て演 奏 す る 。

閉会式 目 的 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 を 締 め く く る 式典
16 

H l8. 10. 1 5 ( 日 ） 内容 主催者あ い さ つ、 大 会 メ ッ セ ー ジ 、 ア ト ラ ク シ ョ ン 等

グラ ン ド 目 的 海外参加者 と 県民 が一緒 に な っ て 感動 の フ ィ ナ ー レ を 迎 え る
17 フ ィ ナー レ

H 18. 10. 15 ( 日 ） 内容 県 内 ア ー テ ィ ス ト に よ る ラ イ プ 、 主催者あ い さ つ 、 カ チ ャ ー シ ー 等
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宜野湾市立グランド

J 

首里城公園

宜野湾市民会館大ホ ール

／ 

沖縄県平和創造の森公園

〇 宜野湾海浜公圏多 目的広場
宜野湾市立体育館
. ＿校一国運動
・ ウチナーチ ャ ンプルーフ ェ ス タ
• 平和ワ＿ク 「世界と沖縄」 展
・ グラ ン ドフ ィ ナー レ
・ ワール ドピジネス フ ェ ア

＠ 沖縄コンベンショ ンセンタ ー

［展示場 ・ 劇場］ 開会式 ・ 閉会式
［劇場］ ミ ュ ージカル 「海か ら豚がや ってきた ！ 」

・ 琉球交響楽団コンサー ト
［会議場A l ] ワール ドウチナーシンポジウム
［会議場A2] 平和ワーク 「世界と沖縄」 展

® 宜野湾市立グラウンド
• 国際親善サ ッ カ ー

〇 宜野湾市民会館大ホー ル
· NHKのと自慢

◎ 国立劇場おきなわ
・ 琉球古典芸能鑑賞会

® 国際通り
• 前夜祭パ レー ド

® 首里城公園
• 世界のウチナーンチュ大会記念 「琉球王朝 一舞への誘い」

® 奥武山公園
［奥武山陸上競技場］ 国際親善ゲー ト ポール大会
［県立武道館］ 空手道 ・ 古武道交流会

〇 沖縄県平和創造の森公園
• 平和体験 ・ 植樹ツアー
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3 大会開催 ま での経綽

2005年 （平成 1 7年）
4 月 ～ 5 月 第 4 回 大 会 の 基本 方 針 策 定 の た

め 、 海外県人 会 長 や新 ウ チ ナ ー 民間
大使等への ア ン ケ ー ト 、 有 識者 ヒ ア
リ ン グ な ど を 行 う 。

6 月 2 日 第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 第
1 回実行委員 会準備幹事会 を 開催。

6 月 20 日 第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 実
行 委 員 会 が発足。 （ 第 1 回 実行 委 員
会 ） 同事務局 を 観光商工部交流推進
課内 に 設置。

6 月 26 日 プ レ イ ヤ ー イ ベ ン ト ミ ュ ー ジ カ ル
「海か ら 豚がや っ て き た ．／！」 ロ サ ン ゼ
ル ス 公演。

7 月 29 日 平 成 17年 度 元 2 世通訳兵実態調査事
業企画 コ ン ペ説明 会 の 開催。

8 月 6 日 ～ 7 日 プ レ イ ヤ ー イ ベ ン ト ミ ュ ー

ジ カ ル 「海か ら 豚がや っ て き た ！！」
凱旋公演 に 宜野湾市 内 の 小 中 高校生
を 招待。

8 月 8 日 平 成 17年度元 2 世通訳兵実態調査事
業企画 コ ン ペ ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン
及 び審査会の 開催。

8 月 9 日 平 成 17年 度 元 2 世通訳兵実態調査事
業企画 コ ン ペ審査結果の通知。

8 月 1 1 日 （株） 沖 縄計画機構 と 平成 17年 度 元 2
世通訳兵実態調査事業委託契約 を 締
結。

8 月 16 日 県 内公共交通機関 、 宿 泊 施設 あ て に
大 会への協力 を 依頼。 （文書）

8 月 23 日 沖 縄 N G O 活動推進協議会 と 平成 17
年 度ー校一 国運動事業委託契約 を 締
結。

10月 4 日 県教育委 員 会 、 J I C  A 沖縄、 各 市
町村長 あ て に 一校 一 国運動 の 後援 を
依頼 （文書）

10月 12 日 1 年 前 イ ペ ン ト と し て 残暦盤点灯式
を 実施 し 、 県庁 1 F 県民ホ ー ル に残
暦盤 を 設置。

10月 25 日 第 4 回 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 イ
ベ ン ト 等企画 コ ン ペ説明 会 を 開催。

10月 27 日 第 1 回市町村担 当 者説明 会 を 開催。
1 1 月 1 日 ー校一 国運動 がス タ ー ト 。
1 1 月 9 日 第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 イ

ペ ン ト等 企 画 コ ン ペ 企 画 書 案 を 受 理 。
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1 1 月 14 日 第 4 回 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 イ
ペ ン ト 等企 画 コ ン ペ ・ プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン 及 ぴ審査委 員 会 の 実施。
1 1 月 15 日 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 イ

ペ ン ト 等 企 画 コ ン ペ 審 査 結 果 の 通
知。

12月 1 日 協 同 組合沖縄産業計画 と 「 第 4 回 世
界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会平成 17年 度
広 報業 務委託契約」 を 締結。

12月 2 日 （株） 南西マ イ ク ロ と 「第 4 回 世界の
ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 に かか る 企画 ・
総 合 ア ドバ イ ザ ー 業務委託契約」 を
締結。

12月 19 日 東町会館 に 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン
チ ュ 大 会 歓迎広告 を 掲示。

2006年 （平成1 8年）
1 月 15 日 大 会 ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設。
1 月 16 日 キ ャ ッ チ フ レ ー ズ及 ぴ ロ ゴマ ー ク の

募集開始。
1 月 24 日 国 際 交流団体説明 会 の 開 催。
1 月 25 日 大 会 パ ン フ レ ッ ト 、 プ ロ モ ー シ ョ ン

ビ デオ の 制作完了 。
1 月 27 日 ～ 2 月 6 日 南 米 キ ャ ラ パ ン ( 5 名 ）

派遣。
2 月 15 日 県 内 ホ テ ル ・ パス 関係者等への 説明

会 を 開催。
2 月 23 日 キ ャ ッ チ フ レ ー ズ 及 び ロ ゴマ ー ク 選

定委員 会 の 開 催。
3 月 17 日 県 内 主要観光施設 あ て に 海外参加者

に 対 す る 施 設利 用 の 無料又 は 割 引 等
の 優遇措置 を 依頼 （文書） 。

3 月 24 日 200 日 前 イ ペ ン ト を 開 催 。 合 わ せ て
大 会 の ロ ゴマ ー ク ・ キ ャ ッ チ フ レ ー

ズ を 披露。
第 4 回 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 持
込企画 （応援 イ ベ ン ト ） の 募集 開 始。

4 月 6 日 沖 縄 N G O 活動推進協議会 と 平成18

年 度ー校一 国運動事業委託契約 を 締
結。

4 月 1 1 日 ～ 12 日 外 務 省 、 法 務 省 、 キ ュ ー バ 大
使 館 、 各在外 日 本 国 大使館 ・ 領事館
あ て に査証発給への協力 を 依頼 （ 文
書 ） 及 び東 京 出 張 ( 2 名 ） 。

4 月 14 日 総 務 省 ほ か 関 係機 関 に 大 会 の 後援 及
び協 賛 を 依頼 （文歯） 。

4 月 18 日 第 3 回 幹事 会 を 開 催。



4 月 19 日 平成 17年度決算案の監壺。 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実施本部を
4 月 21 日 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会公 設僅。

式 ポ ス タ ー の決定 ( 3 種類） 。 8 月 16 日 派遣職員 に 係 る 各部局 主管課長説明
4 月 25 日 第 3 回実行委員 会 を 開iIt。 会 を 開催。
4 月 26 日 協同組合沖縄産業計画 と 「第 4 回世 沖縄都市モ ノ レ ー ル株 式 会社 あ て に

界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実施業務委 実行委員への就任 を 依頼 （文書） 。
託契約」 を締結。 8 月 24 日 各部局 長 あ て に 職 員 の 派遣 を 依頼
浦添市、 浦添宜野湾漁業協同組合あ （文書） 。
て に 駐車場用 地 の 借 用 を 申 請 （文 8 月 31 日 海邦病院、 日 本赤十字社沖縄県支部
書） 。 あ て に看護師の派遣 を 依頼 （文書） 。

5 月 1 日 海外 • 国内県人会あ て に大会参加者 9 月 4 日 キ ュ ー バ大使館、 査証発給 の 協 力 を
リ ス ト の提供 を 依頼 （文書） 。 依頼 （文書） 。
平井雅氏 と 「第 4 回世界の ウ チ ナ ー 9 月 1 1 日 宜 野 湾 消 防署、 宜 野湾署察署、 那覇
ン チ ュ 大会に かか る 企画 ・ 総合ア ド 警 察 署 あ て に 大 会 へ の 協 力 を 依頼
バイ ザー 業務委託契約」 を締結。 （文書） 。

5 月 8 日 第 2 回市町村担当者説明会を 開催。 那湖西高等学校 で 大 会 を テ ー マ に 県
5 月 24 日 海外県 人 会 あ て に ウ チ ナ ー ネ ッ ト 政出前講座 を 実施 ( 1 回 目 ） 。

ワ ー ク の担い手及び海外功労者の推 9 月 12 日 那覇市各通 り 会 あ て に 大会への協力
鷹 を 依頼 （文書） 。 を 依 頼 （文書） 。

5 月 26 日 外務省、 内 閣府、 J T A あて に大会 9 月 16 日 第 1 回 ボ ラ ン テ ィ ア 説明 会 を 開 催。
の後援 ・ 協賛 を 依頼 （文書） 。 9 月 19 日 県内観光施設、 入 国 管理局 、 宿泊 ・

5 月 30 日 「第 4 回世界 の ウ チ ナー ン チ ュ 大会」 輸送関係施設 あ て に 参加者 ワ ッ ペ ン
持込企画審査委員 会 を 開催。 の 図 柄 を 報告。

6 月 1 日 「第 4 回世界の ウチナ ー ン チ ュ 大会」 9 月 21 日 （財） 沖縄県国際交流 ・ 人材 育 成 財 団
持込企画審査結果の通知。 及 び （財） 沖 縄 観 光 コ ン ベ ン シ ョ ン

6 月 4 日 ～ 13 日 北米キ ャ ラ バ ン ( 6 名 ） 派遣 ピ ュ ー ロ ー あ て に 職員 の 派遣 を 依頼
6 月 5 日 元 2 世通訳兵への感謝状の贈呈 （ハ （文書） 。

ワ イ ） 。 9 月 26 日 派遣職 員 説明 会 を 開催。
6 月 7 日 元 2 世通訳兵への感謝状の贈呈 （ ロ 那硼西高等学校 で大 会 を テ ー マ に 県

サ ン ゼルス ） 。 政出前講座 を 実施 ( 2 回 目 ） 。
6 月 14 日 海外参加者 に対する 施設利用 の無科 9 月 29 日 沖縄総合事務局 と 平成 18年 度 第 4 回

又 は割引等の優遇措置 を県内観光施 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 パ ン フ
設に追加依頼 （文書） 。 レ ッ ト 等配布事業 （ ピ ジ ッ ト ・ ジ ャ

6 月 29 日 海外県人会あ て に新 ウ チ ナ ー 民間大 パ ン ・ キ ャ ン ペ ー ン ） の 委託契約 を
使の推鷹 を 依頼 （文書） 。 締結。

7 月 14 日 宜野湾市土地開発公社あて に駐車場 10月 4 日 空港歓迎式 （ プ ラ ジ ル ） を 実施 。
用 地の借用 を 申 請 （文書） 。 10月 7 日 第 2 回 ク リ ー ン ア ッ プ美化活動 を 実

7 月 29 日 ～ 8 月 8 日 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ 施。
ア ー 2006の実施。 10月 8 日 那覇 ま つ り 大綱 挽 き と 連携 し 、 大会

7 月 30 日 第 1 回 ク リ ー ン ア ッ プ美化活動 を実 参加者 の 大網挽 き へ の 参加。
施。 10月 9 日 第 2 回 ポ ラ ン テ ィ ア 説明 会 を 開催。

7 月 31 日 第 4 回幹事会 を 開催。 10月 10 日 空港歓迎式 （ ハ ワ イ ） を 実施。
8 月 4 日 九州各県国際交流 関係課あ て に 大会

の案内状を 送付。
8 月 6 日 70 日 前 イ ペ ン ト を 開催。 合わせて大

会 テ ー マ ソ ン グ を 披露。
8 月 10 日 第 4 回実行委員 会 を 開催。 第 4 回 世
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1 実行組織
監 事 ： 県出納事務局 長 、 県総務部財政統括監
幹事会 ： 県議会、 市 長 会 、 町 村 会 、 県 関 係部局

等21 名
( 1 ) 実行委 員会

① 組織 ・ 体制
大会の主催団体 と し て 県、 市長会、 町村会等

の行政関係機関 及び経済、 金融、 女性、 国際交
流等の幅広い民間団体か ら 構成 さ れる 第 4 回世
界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員 会が平成17年

6 月 20 日 に設立 さ れた。

(2) 実 行 委 員 会 事務局

同委員 会の設立 と 同 日 付けで県観光商工部交
流推進課内に実行委員 会事務局 が設置 さ れ、 大
会 開 催 に 向 け た本格的 な 準 備作業が 開 始 さ れ
た。

② 概要
構成員 ： 県、 （財） 沖縄県国際交流 ・ 人材育成財

団、 （財） 沖 縄 観 光 コ ン ペ ン シ ョ ン
ピュ ー ロ ー 、 県議会、 沖縄県商工会議

所連合会等か ら98名 （当 初98名、 委員

の追加及び削除各 1 名）
会 長 ： 沖縄県知事
副会長 ： 県議会議長他 9 名
委 員 ： （社） 沖縄県工業連合会会長他84名

③ 活動状況

① 組織 ・ 体制 お よ び陣容の変遷
平成17年 6 月 20 日 実 行委 員 会 の 設立 と 同 日 付

けで県観光商工部交 流 推 進 課 内 に 実行委員 会事
務局が設置 さ れ た 。

事務局 は事務局 長 （ 交 流 推 進 課長 兼務 ） 1 名 、
専任職貝 4 名 の計 5 名 の 陣容で ス タ ー ト し た 。
そ の後、 （財） 沖縄県 国 際交 流 ・ 人材育成財 団 か
ら 出 向職員 1 名 を 受 入 れ 、 さ ら に企 画 ・ 総合ア
ド バ イ ザ ー 1 名 を 配置。 ま た 事務 局 側 と の 連

絡 ・ 調整の た め 、 協 同 組合沖縄産業計画 か ら 1
名 を 受 け 入 れ た 。 平 成 18年 4 月 に は 主査 2 名 、
主任 1 名 、 主 事 2 名 の 計 5 名 が増 員 さ れ、 沖縄
県旅行業協 同組合か ら 1 名 を 受 け 入 れ 、 さ ら に
交流推進課か ら の兼務職員 2 名 、 国 際 交 流 員 2
名 、 非常勤職員 2 名 を 含め 、 事 務 局 は 総 数 で20
名の体制 と な っ た 。 （組織図 は41頁）

幹事会 ・ 実行委員会 開 催 日 場 所 主 な 議 題

実行委員 会設立準備会 H l7. 6 .  2 県庁 5 階
1 . 実行委 員 会規約第 1 . 第 2 会議室
2 . 事業実施 に 係 る 基本事項

沖縄ハ ー バー ピ ュ ー ホ テ ル実行委員会設立総会 H 17. 6 . 20 
彩海の間 3 . 平成17年度歳入歳出 予 算

第 2 回 幹事会 H l7. l l . 17 県庁 8 階
1 . 基本 コ ン セ プ ト第 1 . 第 2 会議室

沖縄ハ ー パー ピ ュ ー ホ テ ル
2 . 事業計画

第 2 回 実行委員会 H l7. l l . 28 
彩海の間

第 3 回 幹事会 H 18. 4 . 18 県庁 6 階
1 . 実 行 委 員 会 規約 の 一部改正第 2 特別会議室

沖縄ハ ー パ ー ピ ュ ー ホ テ ル
2 . 平成17年度決算

第 3 回 実行委員会 H 18. 4 . 25 
彩海の間 3 . 平成18年度事業計 画 及 び予 算

第 4 回 幹事会 H l8. 7 . 31 県庁 6 階
1 . 大会実施本 部 の 設置第 2 特別会議室

第 4 回 実行委員会 H l8. 8 . 10 沖縄ハ ー パー ピ ュ ー ホ テ ル
彩海の 間

第 5 回 幹事会 H l9. 3 . 16 県庁 6 階 1 . 専決処分の承認
第 2 特別会議室 2 . 平成 18年度決算

3 . 実行委員 会 解散時期 の決定及 び解

第 5 回 実行委員 会 H l9. 3 . 23 沖縄ハ ー パ ー ビ ュ ー ホ テ ル 骰 ま で の事務執行委任
白 鳳の 間 4 . 実行委員 会取得 財 産 の処分等
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■事務局組織図 （平成 1 8年 1 0 月 ）

事 務 局 長
知念 英信

（交流推進課長 ： 兼務）

企画総合アドパイザー

平井 雅
事務局 次長
照喜名 一

（交流推進課主幹 ： 専任）

事務局 長 （交流推進諜長） ： 1 名
交 流 推 進 謀 ： 8 名
臨 時 的 任 用 職 貝 ： 3 名
国 際 交 流 員 ： 2 名
国 際 交 流 ・ 人 材 育 成 財 団 ： 1 名
非 常 勤 職 員 ： 2 名
企 画 総 合 ア ド バ イ ザ ー ： 1 名
協 同 組 合 沖 縄 産 業 計 画 ： 1 名
沖 縄 県 旅 行 業 協 同 組 合 ： 1 名

計 ： 20名

◎)

撚

露
図

イ ベン ト 班 総 務 班 広 報 班 招 待 班

班 長
仲村 裕子

（交流推進課主査 ： 専任）

班 長
町 田 奈緒子

（交流推進課主査 ： 専任）

班 長
多和田 尚志

（交流推進課主任 ： 専任）

班 長
奥 田 卓

（交流推進課主査 ： 専任）

国際交流 員
内 田 グ ロ リ ア

4
1
 

イ ベント調整
米須 五十六

協同組合沖縄産業計画

班 員
上間 勝盛

（交流推進課主任 ： 兼務）

班 員
喜屋武 敦

（交流推進課主任 ： 専任）

班 員
山城 義渡
（非 常 勤）

班 員
崎原 か お り

（交流推進課主事 ： 兼務）

国際交流員
ガブリエル ・クロフォード

班 員
池宮

（交流財団嘱託 ： 専任）

班 員
饒平名 慶子
（非 常 勤）

班 員
親里 利 希

（交流推進課臨任 ： 専任）

輸送 ・ 宿泊
冨山 久仁雄

沖縄県旅行業協同組合

班 員
国吉 サ オ リ

（交流推進課臨任 ： 専任）

班 員
新垣 治美

（交流推進課臨任 ： 専任）



③ 事務局事業
ア 総務関連

（ア） 市町村説明会
大会の成功 に 向けて各市町村 と 意見や情報

の交換等相互協力体制 を 構築する ため、 市町
村担当者を 対象に説明会を 開催する。

a 第 1 回市町村説明会
(a) 日 時 平成17年10月 27 日 （木）

13 : 30~ 15 : 00 

(b) 場所 県庁 4 F 講堂
{c) 内容 • 第 4 回大会の概要 につい て

• 市町村関連事業の展開について
• 質疑応答

b 第 2 回市町村説明会
(a) 日 時 平成18年 5 月 8 日 （月 ）

14 : 00~15 : 30 

(b) 場所 県庁 4 F 講堂
(c) 内容 • 第 4 回大会広報 ピデオ の上映

• 平成17年度事業報告
• 平成18年度事業計画
• 市町村事業計画調査
• 質疑応答

（ イ ） 国際交流団体説明会
大会の成功 に 向 けて県内国際交流団体 と 意

見や情報の交換等相互協力体制 を構築す る た
め、 説明会 を 開催す る 。

(a) 日 時 平成18年 1 月 24 日 （火）
14 : 00~ 15 : 30 

(b) 場所 県庁 8 F 第 1 · 2 会議室

(c) 内容 • 第 4 回大会の概 要 に つ い て
• 国際交流団体の取 り 線み に つ

い て

● 質疑応答

（ウ） ポラ ン テ ィ ア説明会

海外及ぴ国 内 か ら 大 会 に 参加す る 方 々 を 暖

か く 迎 え る こ と がで き る よ う 、 通訳及 び一般

ポラ ン テ ィ ア を 募集 し 、 ポ ラ ン テ ィ ア を 対象

に説明 会 を 開催す る 。

a 第 1 回 ボ ラ ンティ ア説明会

(a) 日 時 平成18年 9 月 16 日 （土）
15 : 00 ~ 16 : 30 

(b) 場所 沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー
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会議場 B 1 

(c) 内容 • 第 4 回大会概要説明
• ポ ラ ン テ ィ ア の役割 に つ い て
• ボ ラ ン テ ィ ア 配置計画

b 第 2 回 ボ ラ ンティ ア 説 明 会
(a) 日 時 平成18年10月 9 日 （ 月 ）

17 : 00 ~ 18 : 30 
(b) 場所 沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー

会議場 B 1 

(c) 内容 • 第 4 回 大会概要 説 明
• ポ ラ ン テ ィ ア の役割 に つ い て
• ポ ラ ン テ ィ ア 配置計画
※ 基本 的 に は 第 1 回 ボ ラ ン テ ィア

説 明会欠席者 を 対象 と し た 。

（エ） ク リ ー ン ア ッ プ美化活動

海外及 び国 内 か ら 大会 に 参加 す る 方 々 を 暖
か く 迎 え 、 交流がス ム ー ズ に な さ れ る よ う 会
場周辺の 「クリ ー ン ア ップ美化活動」 を 実 施 し 、
同時 に大会の P R 及 び機運の醸成 に 資 す る 。

a 第 1 回 ク リ ー ン ア ッ プ美化運動
(a) 実施時期 平 成18年 7 月 30 日 （ 日 ）

(b) 対象箇所

沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー 周 辺

(c) 実施方法
「 ク リ ー ン 宜 野 湾 市 実 行委 員 会」 、 「 め

ん そ ー れ沖縄県民運動推進協議会」 と 「 ク
リ ー ン宜野湾」 、 「ALL OKINAWA ク リ ー

ン ア ッ プ 2006 夏 ！ 」 を 合同 共催 し 、 大 会
開 催 に 向けて清掃 及 び イ ベ ン ト を 行 っ た 。

b 第 2 回 ク リ ー ン ア ッ プ美化運動

(a) 実施時期 平 成18年10月 7 日 （土）
(b) 対象箇所 国 際通 り 周辺
(c) 事業実施方法

J T 沖縄支店主 催 の 「 ひ ろ え ば街が好

き に な る 運動」 に 協力 し 、 那 覇 ま つ り 芸
能パ レ ー ド終了 後 、 10月 1 1 日 （水） に 開
催 さ れ る 前夜祭パ レ ー ド に 向 け て 国際通

り を 清掃 し た。 ま た 、 道 路 ・ 公共施設管

理者や 国、 県 、 市 町村 に 対 し て 協 力 依頼
を 行 っ た 。

（オ） 飾花 ・ 緑化事業
大会主会場 （ 沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー ）



の 飾 花 に つ い て は 、 社団法 人沖縄県造園建設
業協会 の 協力 に よ り 、 同 協 会が飾花計画書 を
作成 し 、 施工 を 原材科費等の実費 で請 け負 う
方式で整備 さ れた 。

a 飾花コ ンセ プ ト
コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー の 優れ た デザ イ

ン の建物 と 一体 と な り 、 亜 熱帯の 沖縄在来
種の花と緑の魅力 を 生 か し た 展 示 を 目 指す。

b 飾花場所
沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー 駐車場内側

の植栽帯、 展 示棟、 劇 場棟 中 庭 及 び建物の
柱

c 飾花方法
(a) 展 示棟入 口 及 び劇 場棟入 口 の柱 に 各 l

個 ずつ プー ゲ ン ピ レ ア を 配置す る 。
(b) 展 示棟側 中庭 に 中 型 鉢物 を 配置 す る 。
(c) 中 庭 の 池周 り に 8 鉢の 中 型鉢物 を 配置

す る 。
(d) 展 示棟の柱 と 劇場棟の柱 を つ な ぐ形で

フ ク ギ に よ り ヒ ン プ ン を イ メ ー ジ し 、 ソ
テ ッ 、 ア ダ ン 、 琉球石灰岩等沖縄の 在 来
素材 に よ り 沖縄の 島 を イ メ ー ジ す る 。

(e) 植樹帯 は プ ッ ソ ウ ゲの 生垣 を バ ッ ク に
タ コ ノ キ 、 ア ダ ン 等の 高木、 低木 に オ レ
ン ジ色 の 花 を 咲かせ る ラ ン タ ナ を 配植 し
明 る い空 間 と す る 。 中 央部 に は焼杉丸太
に 「 メ ン ソ ー レ 」 の文字 を 入れ 、 歓 迎 の
意 を 表す る 。

イ 招待関連
（ア） 招待

海外 を は じ め 県 内外か ら 大会 の 目 的 、 開催
方 針 に 沿 っ た 方 々 を 大会へ招待す る こ と は 重
要 な 意義 を も つ こ と か ら 、 招 待 に 係 る 基 本 的 視
点 、 招 待 の 区分 及 び便宜供与等 に つ い て 、 招
待 の考 え 方 と 招 待 の 区分毎 の 招 待 者 要綱 を 定
め て招 待 業 務 を 推 進 し た 。 （資料編232頁参照）

a 基本的な視点
(a) 将 来 の ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の担 い 手

と し て の次世代
(b) ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の拡充 • 発展 に

深 く 関 わ っ て い る 者
(c) 海外県系 人 社 会 に 貢 献 し た 者
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(d) 本県に縁のある関係機関 、 団体及ぴ 個 人

b 招待の 区分及び便宜供与
基 本 的 視点 に 基づ き 招 待 者 を 特 別 招 待

者 、 V I P 招待者、 一般招待者 に 区分 し 、
大 会 に招待す る こ と に し 、 開 閉 開式 に お け
る 座席の確保 と 特別 招 待者 に は 旅 費 の 一 部
を 負担す る こ と と し た 。
(a) 特別招待者

• 次世代代表及 び海外功労者
将来の ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の担 い

手 と し て 次世 代 代 表枠 を 初 め て 設 け
た 。 ま た 、 こ れ ま で の 大 会 同様 に 海外
功労者枠 も 設定 し 、 併せて特別招待者
と し て 招 待 し た 。 次世代代表及 び海外
功労者 に つ い て 、 海外県 人 会 、 県 内 市
町村、 県 内 マ ス コ ミ 等の推薦 に 基づい
て 実行委員 会 会 長が決定 し た 。

• 新認証の 「新 ウ チ ナ ー 民 間 大使」
第 4 回 大 会 の 開催 を 機 に 、 新 た に 新

ウ チ ナ ー 民 間 大使 と し て28名 の 方 を 認
証 す る こ と を 決定 し 、 大 会 の 開 会式等
で 認証す る こ と に し た 。 平 成 16 年 度 の
制度改正後、 新 た に 認証 さ れ た 方 を 含
め て特別招待者 と し て招 待 し た。

• 海外沖縄県 人会 の現会長
海外県 人会の現会長が出 席 で き な い

場 合 は 、 県 人 会 を 代 表す る 者 を 代理 出
席者 と し て特 別 招 待 し た。

(b) V I P 招待 者
沖縄県 ・ 市町村の姉妹提携先 の 長 、 関

係省庁大臣、 関 係 国 在 日 大使 、 国 際交流
機 関 の長等239名 （ 海外、 国 内 及 び県 内 ）
の 方 々 に 大 会へ の招待状 を 送付 し た。 招
待 者 名 簿 の 作成 に あ た っ て は 、 本 大 会 及
び沖縄 を ア ピ ー ル す る 意味か ら 実際 の 参
加可能性に関係 な く 、 幅広く 人選を行った。

(c)． 一般招待者
再 認 さ れ た 新 ウ チ ナ ー 民間大使、 海外

留 学生 O B 、 海外マ ス コ ミ 、 国内 県 人 会
長 、 美 ら 島 沖縄大使、 後援 ・ 協 賛 団 体 、
ー校一 国 運動 参加校等 を 一般招待者 と し
て 招 待 し た。

（ イ ） 記念品等
第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会へ の 参加

記念品 と し て 、 次 の 5 つ の点 に 配慮 し て 選 定



を行い、 大会で実行委 貝 会か ら 参加者及 び海
外 V I P 等の招待者に贈呈 し た。
• 県産品で沖縄県 を P R で き る も の と す る 。
• 多 く の方に喜ばれる も の と す る 。
• 運搬 し やす く 壊れに く い品 と す る 。
• 実用性の あ る も の と す る。
• で き る 限 り大 会 オ リ ジ ナ ル と な る も の と す る 。

（写真は14 頁）

商 品 規 格 対 象 者

a 大会参加記念品
大会参加記念品 と 提供 さ れ た 物 品 の 袋詰

め作業 は 、 10月 9 日 （ 月 ） に ポ ラ ン テ ィ ア
の協力 を 得て行 っ た 。

海外 V I P 招待者へは大会参加記念品 と
合わせて琉球漆器や紅型 テ ー プ ル セ ン タ ー

を 贈 呈 し た 。 （写真は 13頁）

記念品の特徴

第 4 回大 会 オ リ ジ ナ ル の手提げ袋。 ジ ー ン
390mm X 290mm X 140 

紅型手提げ袋 参加者全員
ズ地 に沖縄柄 （万国津梁の鐘、 三線、 梯梧
の組み合わせ） で プ ラ ッ ク 、 プ ル ー 、 ビ ンmm 
ク 、 イ エ ロ ー の 4 色 を 作 製 。

テ ー マ ソ ン グ C D 付
第 4 回大会 の テ ー マ ソ ン グ C D と 沖 縄 の ア

C D  
き プ ッ ク レ ッ ト （写 参加者全員

イ デ ン テ イ テ ィ ー を 感 じ さ せ、 世界の ウ チ
プ ッ ク レ ッ ト 64頁 ナ ー ン チ ュ を 元気づ け る オ リ ジ ナ ル プ ッ ク

真集）

大会 ロ ゴ缶バ ッ チ D =25mm 参加者全員

b 海外県人会感謝状贈呈及び招待者記念品
第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 を 記念

して、 海外県人会へ こ れ ま での活動 に対す
る感謝状 を 開 会式で謄呈 し た。

（写真は13頁）

商 品

沖英辞典

規 格

A 5 版 309頁

対 象 者

招待者

ウ 参加者の登録 ・ 管理及び輸送 ・ 宿泊 関 連
大会参加者の登録 ・ 管理及び輸送 ・ 宿泊業務

に つ い て 、 業務最が多 い こ と や旅行業者、 交通
機関、 宿泊施設等 と の連絡調整 を 要す る こ と か
ら 平成18年 4 月 28 日 付けで沖縄県旅行業協 同組

合 （東良和理事長、 8 社で構成） に 業務委託 を
し た。

（ア） 参加者の登録

招待者以外の参加者 に 関 し て は 、 海外県人

会、 国内県人 会 に 対 し て大会参加の呼びかけ

や参加者名 簿の作成 を 依頼 し 、 大会事務局 で

参加者の登録後、 海外参加者 に は 大会 ワ ッ ペ
ン 等 を 事前 に 送付 し た 。

大会 ワ ッ ペ ン は 、 海外参加者や招待者の区

分が一 目 でわ か る よ う に す る と と も に、 かつ
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レ ッ ト 。

第 4 回 大 会 の ロ ゴマ ー ク を 配 し た 円形の缶
バ ッ チ。

ま た 、 海外県人会長、 次世代代表、 海外
功労者、 新 ウ チ ナ ー 民 間 大使等 の 招待 者 に
は 、 招待者記念品 を 贈呈 し た 。

記念品の特徴

沖縄方言 と そ の意味 を 英語 で 説 明 し た辞典。 大
会 オ リ ジ ナ ル プ ッ ク ケ ー ス 付 き 。

各方面で県民 と 交流 を 深め て い た だ く 意 味 で ．

製作 し 配布 し た 。 海 外 の 参 加 者 に は 大会 ワ ッ
ペ ン と 合わ せ て 、 滞在 中 の交 通 の 便宜 を 図 る

た め に バ ス 無料乗車証 も 配布 し た。
ま た 、 イ ペ ン ト の 日 時、 場所が簡単 に 確 認

で き る 折 り た た み式の大会 プ ロ グ ラ ム （ 英 語

／ 日 本語、 ス ペ イ ン 語／ ポ ル ト ガ ル 語） を 作

製 し 便宜 を 図 っ た。 （写真は15頁）

（ イ ） 参加者情報の管理

沖縄県旅行 業 協 同 組合 か ら 派遣 さ れ た 職 員

1 名 が大会事務局 に常駐 し 、 海外県 人 会 等 か
ら 送 ら れて き た 参加 者 名 簿 の 入 力 漏 れや 重 複

チ ェ ッ ク 等 の確認 を 行 い 、 県 人 会や 旅行社 と

の連絡調整や 県 内 各 宿 泊 ・ 輸送 業 者 の 予約情
報 と す り あ わ せ る な ど参 加 者情 報 の 管 理 を



行 っ た。
ま た 、 参加者情報 に 関す る 問 い 合わせの対

応や 歓迎行事 を 催す 県 内 各市町村及 ぴ大会諸
準備に係る関係機関へ参加者情報を提供し た。

（ウ） 輸送 ・ 宿泊関係
沖縄県旅行業協 同組合で空港 ホ テ ル 間への

送迎バス や 荷物 連搬用 の ト ラ ッ ク を 約20台確
保 し た 。

大会参加者の宿泊 に つ い て は 、 沖縄県旅行
業 協 同 組合 で約700人分の 客 室 を 確保 し た ほ
か 、 那 覇 市 を は じ め沖縄本 島 内 の ホ テ ル や旅
館 で 合 計約 1 , 900人 分 の 客 室 を 確保す る こ と
がで き た 。

また、 海外旅行社等からの宿泊や定期観光バ
ス 等 の 問 い 合わ せ に つ いて情報提供を行った。

（エ） 協力依頼
a 県 内公共交通機関、 宿泊施設等への 協 力

依頼
(a) 平 成17年 8 月 16 日 付 け 世 ウ 委第 10号 に

よ り 県内公共交通機関 、 宿泊施設 あ て に
協 力 依頼の文書 を 送付 し た。

(b) 平 成18年 2 月 15 日 （水） 10時30分か ら 県
庁 4 階講堂 に て 県 内 の バ ス 、 タ ク シ ー な
どの輸送関係者、 ホ テ ル や 旅館 な どの宿
泊 施 設等 の 関係 者 を 対象 に説明 会 を 開催
し た。

b 出入国手続等 協 力 依頼
(a) 平 成 18年 4 月 11 日 付け 及 び 9 月 4 日 付

け 世 ウ 委第 4 号 に よ り 外務 省 、 法務省 、
キ ュ ー バ大使館、 在外 日 本大使館、 領 事
館 あ て に 円滑 な 査証発給及 び入 国審査 の
協 力 依頼 の 文書 を 送付 し た。

(b) 平 成18年 9 月 下旬 に は 10月 10 日 にハ ワ
イ か ら 那覇 空港 国 際線 タ ー ミ ナ ル に到着
す る 臨時便 2 機 に つ い て 、 大会参加者の
到着手続 き が円滑 に で き る よ う 入 国管理
局 、 税 関 、 検疫所、 防疫所、 空港警備派
出 所、 那 覇 空 港 ピ ル デ イ ン グ（樹、 旅 客
サ ー ビ ス を 担 っ た（樹 J A L ス カ イ 那覇 と
調 整 を 行 い 、 協 力 体制 を 整 え た 。

工 広報関連
（ア） 広報 イ ペン ト

県民 に 広 く 大会 の 開催 を 周 知 さ せ る と と も
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に 、 大会成功 に 向 け た 機運 を 醸成 す る た め 、
広 報 イ ペ ン ト を 実施 し た 。

a 残暦盤の設骰 ( 1 年前イ ペ ン ト ）
(a) 日 時 平成 17年 10月 12 日 （水）

10 : 00~ 10 : 30 
(b) 場所 県庁 1 階県民ホ ー ル
(c) 内 容 ● 主催 者あ い さ つ

• 残暦盤点灯式

b 200 日 前イ ペ ン ト
(a) 日 時 平成18年 3 月 24 日 （金）

17 : 00 - 19 : 00 
(b) 場所 パ レ ッ ト く も じ 前広場
(c) 内容 ● 主催者あ い さ つ

• 大会事業説明
• 大会 ロ ゴマ ー ク ・ キ ャ ッ チ フ

レ ー ズ表彰式
• 200 日 前宣言
• ア ト ラ ク シ ョ ン

C 7 0 日 前イ ベ ン ト
(a) 日 時 平 成 18年 8 月 6 日 （ 日 ）

1 5  : 00~ 16 : 00 
(b) 場 所 那 覇 市文化て ん ぶす館前広場
(c) 内容 • 主催者あ い さ つ

• テ ー マ ソ ン グ発表
• ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 参

加者 に よ る エ イ サ ー 披露

d 直前イ ベ ン ト
(a) 日 時 平成18年10月 8 日 （ 日 ） 16 : 00~ 
(b) 場所 那 覇 ま つ り 大綱 挽 き 会場
(c) 内 容 • 大会参加者の大綱挽きへの参加

• 大会 P R 用 桟敷席の 設 置

（ イ ） 海外キ ャ ラ バ ン
大 会 開催 に 向 け て 、 県 系 人 が在住す る 主要

国 （都市） に 海外 キ ャ ラ バ ン 隊 を 派遣 し 、 大
会 の 意義 や 開 催概要 を 説明 、 ア ビ ー ル す る こ
と に よ り 、 大 会 に つ い て 改 め て 理解 を 深め て
も ら い 、 積極的 な 参加 を 呼 びか け た。

ま た 、 大 会 開 催準備業 務 に 必 要 な 事前 調 整
を 行 う こ と に よ っ て 大 会 業 務 の 円 滑 な 運営 を
図 っ た。



a 南米キ ャ ラ バ ン
(a) 日 程 （ 団 貝 6 名）

平成18年 1 月 27 日 （金） ～ 2 月 6 日 （ 日 ）
9 泊11 日

(b) 訪問
国南米 4 カ

国
（ベル ー 、 ア ルゼ ン チ ン、

ポ リ ピ ア 、 プラ ジル）
(c) 業務内容

〇説明会
県人会役員 、 新 ウ チ ナ ー民間大使、 県

人会員 、 海外マスコ ミ等に対し、 大会及び
イ ベ ン ト 概要 を 説明 し、 大会への参加 ·
協力 を呼びかける と と も に 、 大会の運営
及び各 イ ベ ン ト に対する 意見 を 聞 い た。

（説明会次第）
• 県人会長あ い さ つ
• 団長あい さ つ
• 大会プロ モ ー シ ョ ン ビデオ 上映
• 大会概要説明
• 質疑応答他
（参加者）

• ペ ルー ： 300名
• ア ルゼ ンチ ン ： 30名
• ポ リ ピ ア （ コ ロ ニ ア オ キ ナ ワ ） ： 22名

，，， （サ ン タ ク ル ス ） ： 24名
• プラ ジ ル ： 100名

0大使館等関係機関訪問 及 び現地 日 系 プ
レ ス ヘの広報活動
• ペ ル ー ： 在ペ ル ー 日 本大使館、 ペ ル ー

日 系人協会、 日 秘文化会館
• ア ル ゼ ン チ ン ： 在 ア ルゼ ン チ ン 日 本大

使館、 ら ぷ ら た報知
• ポ リ ピ ア ： 在サ ン タ ク ル ス 出張駐在官

事務所
〇総 評
• ペ ル ー 沖縄県 人移住100周 年 記念式典
（平成18年 1 月 29 日 開催） に合わせて キ ャ
ラ バ ン を 行 っ た た め 、 多 く の方 に大会 を
ア ピ ー ルす る こ と がで き た。

• ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー ヘの要望が強

く 、 「次世代の育成」 と い う 課題 を 改 め て
感 じ さ せ ら れ た 。

b 北米キ ャ ラバ ン
(a) 日 程 （団員 6 名）

平成18年 6 月 4 日 （ 日 ） ～ 13 日 （火）
8 泊10 日
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(b) 訪 問 国
ア メ リ カ （ ホ ノ ル ル 、 ロ サ ン ゼ ル ス 、

ア ト ラ ン タ ） 、 カ ナ ダ （ バ ン ク ー バー ）
(c) 業務内容

〇説明会
2 カ 国 4 ヵ 所で説明 会 を 開催 し 、 参加

者
は概ね次の と お り であ っ た。

（ 参
加者

）
• ホ ノ ル ル ： 200名
• ロ サ ン ゼル ス ： 100名
• ア ト ラ ン タ ： 120名
• バ ン ク ー バー ： 100名

〇大使館等関係機関訪問 及 び現地 日 系 プ
レ ス ヘの広報活動
• ホ ノ ル ル ： 在 ホ ノ ル ル総領事公邸、 ハ

ワ イ 、HI 庁 舎、 ホ ノ ル ル 市 庁 舎、
KZOO放送局 （現地 ラ ジ オ 局 ）

• ア ト ラ ン タ ： 在 ア ト， ラ ン タ 総領事公邸
• バ ン ク ー バ ー ： 在バ ン ク ー バ ー 総領事

公邸、 バ ン ク ー バー 日 本語学校、 日
系市民 カ ナ ダ協 会

〇総 評
・ 知 事 自 ら が団

長
で キ ャ ラ バ ン 活 動 を

行 っ た た め 、 説 明 会 に 多 く の 方 が 参 加
し 、 実 の あ る 会議 を 開催す る こ と がで き
た。
• イ ベ ン ト 決定後 に行 っ た た め 、 具体的
な 質問 が多 く 、 参加への 意欲が感 じ ら れ
た 。

（ウ） 広報 ツ ー ルの作成
a パ ン フ レ ッ ト

大 会 P R 用 ツ ー ル と し て南 米 キ ャ ラ バ ン
に 間 に合 わ せ て パ ン フ レ ッ ト ( 4 カ 国語併
記） を 制作 し た。 イ ベ ン ト 決定後 に は新た
に改訂版 を 制作 し た。

b プ ロ モ ー シ ョ ン ピデオ
大 会 P R 用 ツ ー ル と し て南 米 キ ャ ラ バ ン

に 間 に 合 わ せ て プ ロ モ ー シ ョ ン ピ デオ ( 4
カ 国語版） を 制作 し た 。

C 大会ポス タ ー
大 会 P R 用 ツ ー ル と し て ロ ゴマ ー ク 、

キ ャ ッ チ フ レ ー ズ 決 定 後 、 公 式 ポ ス タ ー

( 3 種） を 制作 し た 。



d ガイ ド プ ッ ク
大会参加者に大会の詳細情報 を 提供 す る

た め 、 ガ イ ド プ ッ ク ( 4 カ 国語） を 制作 し
た 。

（エ） そ の他広報
a 大会ホームペー ジ の 開 設

大会情報の提供、 さ ら に は 問 い合 わせヘ
の対応の た め 、 ホ ー ム ペ ー ジ ( 4 カ 国語）
を 開設 し た。 ま た 、 ホ ー ム ペ ー ジ と 合わ せ
て 事務局 プ ロ グ を 立 ち 上げ、 日 常の 細 か な
情報 を 提供 し た。

b 大会 シ ンボルマ ー ク の作成

今 大 会 の 目 的 で あ る 「 ウ チ ナ ー ネ ッ ト
ワ ー ク を 担 う 次世代の 育 成」 と 「 ウ チ ナ ー

ネ ッ ト ワ ー ク の継承、 深化 ・ 拡充」 に ふ さ
わ し い キ ャ ッ チ フ レ ー ズ 及 びロ ゴマ ー ク を
一般公募 し た。

ま た 、 大 会 実 行 委 員 会 で は 決 定 し た
キ ャ ッ チ フ レ ー ズ と ロ ゴマ ー ク を 合 わ せ 、
大 会 シ ン ボ ル マ ー ク を 作成 し た。

C 大会テー マ ソ ングの作成
今 大 会 の 目 的 で あ る 「 ウ チ ナ ー ネ ッ ト

ワ ー ク を 担 う 次世代 の育成」 と 「 ウ チ ナ ー

ネ ッ ト ワ ー ク の継承、 深化 ・ 拡充」 に ふ さ
わ し い テ ー マ ソ ン グ を 作成す る た め 、 今大
会 の 開 会式 ・ 閉 会式の ア ト ラ ク シ ョ ン の 演
出 を 担当 す る 平 田 大ー氏 に テ ー マ ソ ン グの
作成 を 依頼 し た。

オ イ ベ ン ト 関連
イ ベ ン ト に つ い て は 、 今大会の 目 的 、 大会基

本方針、 プ ロ グ ラ ム 基本方針 に 沿 っ た イ ペ ン ト
を 実施す る た め 、 企 画 コ ン ペ を 実施 し た。

（ア） 事業名
第 4 回 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実施業務

委託

（ イ ） 目 的
「 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 の 趣 旨

目 的 、 開催方針 に 沿 っ た イ ベ ン ト を 実施 し 、

ま た大 会 の 意義 を 広 く 県 内 外 に広 報 し 積極 的
な 参加 の気運 を 醸成 す る た め 、 企画 コ ン ペ を
行 う 。
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（ ウ ） 委託項 目
a イ ペ ン ト 事業 に 係 わ る 企画 ・ 実施

(a) メ イ ン プ ロ グ ラ ム の企画 ・ 実施

(b) イ ベ ン ト プ ロ グ ラ ム の企画 ・ 実施
(c) 持 込企画 プ ロ グ ラ ム の検討 ・ 実施
(d) 大会運営

b 大会に係わる 事業全体の 広 報 に 関 す る 企
画 ・ 実施

C 協賛の導入

（エ） 指名業者
県 内 6 業 者 （ 沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン 事業協 同

組合、 協 同組合沖縄産業計画 、 沖 縄県広告協
同 組合 、 （梱ア ド ス タ ッ フ 樽報堂、 （梱電通沖縄、
（有）デ ン エ イ シ ャ ク ラ フ ト ）

（オ） 審査委員会
委 員 長 松本 真 一 （ 沖縄県観光商工部観

光交流統括監）
委 員 安仁屋政喬 （ 沖縄県商工会議所連

合会事務 局 長 ）
委 員 亀島 靖 （学識経験者）
委 員 宮城 清志 （ 沖縄県教育次長）
委 員 知 念 英 信 （ 第 4 回 世 界 の ウ チ

ナ ー ン チ ュ 大会実行委 員 会事務 局 長 ）

（力） ス ケ ジ ュ ー ル

• 平成 17年 10月 25 日 （火） 企画 コ ン ペ 説 明 会

• 平成 17年 1 1 月 9 日 （水） 企画書案提出
• 平成 17年1 1 月 14 日 （ 月 ） 企画審査 ・ プ レ ゼ ン

テ ー シ ョ ン

• 平成 17年1 1 月 15 日 （火） 審査結果通知

• 平成 17年 12月 1 日 （木） H l7広 報業 務委託契

約 を 締結
• 平成 18年 4 月 25 日 （火） 第 3 回実行委 員 会 で

H l8事業計画 を 承認

• 平成 18年 4 月 26 日 （水） 大会実施業務委託契

約 を 締結

力 翻訳関連
日 本語 を 理解で き な い 大 会 参加 者 に 対 し 、 円

滑 な 情報提供 を 図 る た め 、 大 会 に 関 連す る 印刷

物 、 広 報物 、 会 場サ イ ン 等 を 多言 語 （ 日 本語 、

英語、 ス ペ イ ン 語、 ポ ル ト ガ ル 語 ） で 制 作す る



ための体制 を 整備 し、 大会事務局 に お い て進行
を監理 した。

（ア） 体制及び業務
広報班が中心 と な り 、 交流推進課国際交流

員 や翻訳 ・ 通訳業務受託業者 と の連携の下、
以下の業務 を行っ た。
a 日 本語 ・ 英語 ・ ス ペ イ ン語 ・ ポル ト ガル

語の各言語に お け る 大会関連用語の定義 と
統一使用 の徹底

b 印刷物等に お け る 、 各言語間 の意味 ・ 用
語の整合性チ ェ ッ ク

c 印刷物 ・ 会場サ イ ン 等 に お け る 、 各言語

での レ イ ア ウ ト ・ 表現が適切でわか り やす
いか ど う かのチ ェ ッ ク

d 通訳業務に関する 用語統一の徹底
e 通訳業務の運営方針等への ア ドバ イ ス
f その他

（イ） 用語統一の方針
海外か ら の参加者の混乱 を避け る た め 、 大

会、 各 イ ベ ン ト お よ び会場、 組織等 に つ い て
の名称や用語を以下の方針 に の っ と っ て統一

し、 印刷物、 会場サ イ ン 、 通訳等 に お い て の
統一使用 を徹底 し た。
＜ 基本方針＞
a 海外か ら の参加者 に と っ て 、 分か り 易 く

簡潔で、 混乱 を き た さ な い表現 と す る 。
b 名 称の定義 に お け る 基本言語は 日 本語 と

す る 。
c 公共機関 に よ る 既定の用語や、 こ れ ま で

に 印刷物等 にお い て公表 さ れた用語、 看板
等 に 掲示 さ れて い る 表現 を で き る 限 り 踏襲

す る 。
d 各言語間でニ ュ ア ン ス の 差異が最小 に な

る よ う つ と め る 。

※ 用 語の統一 に つ い て は 、 前回大会 ま での
経緯 を 踏 ま え た上で、 交流推進課国際交

流員 、 翻訳業者等 と 協議の上、 大会事務
局 に て 決定 し 、 一覧デー タ ベ ー ス を 作成

し て 関係者に配布 し た。 追加や修正 に つ
い て も 適宜デー タ ベ ー ス を 更新 し た。

（ウ） 多言語併記の方針
大会参加者 ・ 県民 な ど制作物の配布対象者

の 便宜 を 考慮 し た 上で、 以 下 のパ タ ー ン に 照
ら し て 制作 目 的、 配布対象、 判型、 ペ ー ジ数
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等の制限 に 応 じ て併記す る 言語 を 決定 し た。
バ タ ー ン① 日 本語 ・ 英語 ・ ス ペ イ ン 語 ・ ポ

ル ト ガ ル 語の併記。 レ イ ア ウ ト
に お け る 並 び順 は原則 と し て こ
の と お り と す る 。

パ タ ー ン② パ タ ー ン① と 比 し て 掲 載 ス ペ ー

ス が少 な い場 合 は 、 日 本語 と 英
語併記／ス ペ イ ン 語 と ポ ル ト ガ
ル語併記 の 2 種類 に分け る 。

パ タ ー ン③ パ タ ー ン① と 比 し て 掲載 ス ペ ー

ス が少な く 、 不特定多数への配
布 や 露 出 を 想 定 す る 場 合 な ど
は 、 日 本語 ・ 英 語 の み の併 記 と
す る 。

パ タ ー ン④ 配布対象が限定 さ れ る 場合 は 、
日 本語 と 、 英 語 ・ ス ペ イ ン 語 ・
ポ ル ト ガル 語の う ち の 1 言語 と
の 2 言語併記 と す る 。

パ タ ー ン⑤ 配布対象 が完全 に 限定 さ れ る 場
合 は 、 日 本語、 英語、 ス ペ イ ン
語、 ポ ル ト ガル 語 の い ず れ か 1
言語で表記す る 。



2 実施体制

( 1 ) 実施本部

① 組織 ・ 体制
ア 基本的考え方

大 会 の 規模が大 き い こ と 及 び国内外の V I
P 対応、 海外県人会等 と の連携等が必要 と な

る こ と か ら 、 県職員 を 主体 と し た 「 第 4 回 世
界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会実施本部」 を 、 平成
18年 8 月 10 日 に設置 し た。

実施本部事務局 は 、 部 及 び班 で構成 し 、 既
存の実行委員 会事務局 の体制 を 踏 ま え た機能
型 の 組織 と し た 。 指揮系統 は 本部長 （知事） 、
副 本部 長 （ 副 知 事 ほ か 8 名 ） 、 統括部長 （観光
商工部長 ） 、 統括次長 （ 観光交流統括監） 、 事
務 局 長 （実行委員 会事務局 長） 、 接遇対策 監
（秘書課長） 、 事務局次長 ( 1 名 ） 、 部 ・ 班 ( 4
部 8 班） と し た 。

前 回 大 会 で は 総務部の 中 に組み込 ま れて い
た 広報関連業務 を 広報部 と し て独 立 さ せ、 広
報部長 と し て 県広 報課主幹 を 配置 し 、 マ ス コ
ミ ヘの 対応 を 広 報課 と 連携 し て行 っ た 。

イ 組織図、 動員計画等 (50頁参照）

10月 12 日 10月 13 日

拾得物届 出 件 数 8 4 

遺失物 届 出 件数 18 13 

イ 車イ ス の貸 し 出 し
総 合 案 内 所 に お い て 、 沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン

車 イ ス 貸出 件 数

10月 12 日

4 

10月 13 日゜

49 

ウ 動員体制 に つ い て
各部長 ・ 班長 に つ い て は 、 主 に事務局 及 ぴ

交流推進課職員 で対応 し 、 そ の他班貝 に つ い
て は 県 各部局 、 教育庁 、 （財） 沖縄県国際交流 ・
人材育成財団 、 （財） 沖縄観光 コ ン ペ ン シ ョ ン
ピ ュ ー ロ ー の職員 を 動 員 し た。 た だ し 、 接遇
班接伴係 員 に つ い て は 、 V I P の接 遇 で あ る
た め 、 課長 ク ラ ス を 充 て た 。

大会開催期 間 中 の 動 員 数及 ぴ大会前 に 配置
さ れた 空 港 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 係員 数 を 合 わ
せ た 動員 総数 （延べ人数） は 502名 と な っ た。

ポ ラ ン テ ィ ア で は 通訳 ポ ラ ン テ ィ ア に280
名 、 一般 ポ ラ ン テ ィ ア と し て 1 1 1 名 が大 会 の
運営 に 協 力 し た。

② 総合案内
大 会 の 総 合 的 窓 口 と し て 沖 縄 コ ン ベ ン シ ョ ン

セ ン タ ー 劇 場 棟 入 口 近 く に 総 合 案 内 所 を 設 置
し 、 各種情報の 提 供 、 拾得物 ・ 遺失物 の 管 理 ・
届 出 、 車 イ ス の貸 し 出 し な ど を 行 い 、 ス ム ー ズ
な 大会 運営 を 図 っ た 。

ア 拾得物 ・ 迫失物
総 合 案 内 所 に お い て 、 そ れ ぞ れ拾 得 物 台

帳 ・ 逍失物 台帳 を 作成 し 、 拾得物 ・ 遺失物の
管 理 を 行 っ た 。

10月 14 日 10月 1 5 日 計

4 3 18  

20 4 1  92 

セ ン タ ー 備 え付 け の 車 イ ス ( 12台） の貸 し 出

し を 行 い 、 車 イ ス 台帳 に よ り 管理 し た。

10月 14 日

8 

10月 15 日

6 

計

18 
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③ 交通 ・ 輸送 ・ 警備対策
ア 交通 ・ 輸送関係

（ア） 交通 ・ 輸送対策
大 会参加者が式典 や 各 イ ペ ン ト ヘの 移動

を ス ム ー ズ に行 え る よ う 那覇 市 内 と 沖縄 コ

ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー 、 さ ら に 沖縄 コ ン ペ

ン シ ョ ン セ ン タ ー と 各 会場 （首里城公 園 、

〇大会 シ ャ ト ルバス 一覧

区 分 運 行 日 運 行 時 間

9 : 00 ~ 13 : 00 

10月 12 日 ～ 循環 （運行 間 隔30分）
参加者送迎

10月 15 日 18 : 00~22 : 00 
循環 （運行 間 隔30分）

①10 : 00→10 : 40 
②13 : 00→13 : 40 

琉球王朝 一 舞への誘い
10月 12 日 ～ ③15 : 00→ 15 : 40 

10月 15 日 ①13 : 20→14 : 30 
②16 : 20→17 : 30 
③18 : 20→19 : 30 

①12 : 30→13 : 30 
②16 : 30→17 : 30 

琉球古典芸能鑑賞会 10月 13 日 ①16 : 30→17 : 30 

②21 : 00→22 : 00 

①10 : 30→1 1 : 30 

N H K の ど 自 慢 10月 15 日

②13 : 30→14 : 30 

開 会 式 10月 12 日 16 : 00→17 : 00 

閉 会式 ・ 10月 15 日
①19 : 30→20 : 30 

グ ラ ン ド フ ィ ナ ー レ ②21 : 30→22 : 30 

10月 12 日 ～ 8 : 30→21 : 30 
臨 時駐車場 10月 15 日 循 環 （ 運行 間 隔 15分）

（ イ ） 海外参加者の移動手段

国立劇場お き な わ 、 宜野湾市民会館） と を
結ぶ シ ャ ト ル パス を 計 6 区 間 で運行 し た 。

ま た 、 会場周辺の混雑 を 避 け る た め 、 会
場 と 臨時駐車場 と の 間 に 臨時 シ ャ ト ル パ ス
を 運行 さ せ た 。

運 行 区 間

那 覇 市 内 臨 時パ ス 停⇔沖縄 コ ン ペ ン
シ ョ ン セ ン タ ー

沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー ⇔那覇
市 内 臨時 バ ス 停

沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー

→首里城公園

首里城公園→県庁前駅 （ パ レ ッ ト <
も じ 前 ） →沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン
タ ー

沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー

→ 国 立劇場お き な わ

①国立劇場お き な わ→沖縄 コ ン ペ ン
シ ョ ン セ ン タ ー

②国 立劇場お き な わ→県庁前駅 （ パ
レ ッ ト く も じ 前 ）

沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー

→宜野湾市民会館

宜野湾市民会館→沖縄 コ ン ペ ン シ ョ
ン セ ン タ ー

沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー →県庁
前駅 （ パ レ ッ ト く も じ 前 ）

沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー →県庁
前駅 （ パ レ ッ ト く も じ 前）

沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー →宜野
湾市 立体育館→ 第 3 臨 時駐車場→ 第
2 臨 時駐車場→ 第 1 臨 時駐車場

用 と し て40台分の駐車ス ペ ー ス を 確保 し て
便宜 を 図 っ た 。海 外 参 加 者 の 沖 縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン

タ ー ヘ の 移動 は 、 大会 シ ャ ト ルバ ス の他、
バ ス 無料乗車 証 に よ る 路線バ ス も 利 用 す る
こ と が で き た 。 ま た 、 大 型 バ ス を チ ャ ー

タ ー で利 用 す る 団体が多 い こ と か ら 、 1 日

目 （ 開 会式） と 4 日 目 （ 閉 会式） は コ ン ペ

ン シ ョ ン セ ン タ ー 内 の 第 2 駐車場 を バ ス 専

（ウ） 臨時駐車場

5 1  

臨 時駐車場 に つ い て は 過去大会 を 参考 と
し 、 会場周辺 に お い て 最大限の駐車 ス ペ ー

ス に つ い て 、 可 能 な 限 り そ の 確保に 努 め た 。

最 終 的 に 会 場 周 辺 に 約3 , 550台 の 駐 車場



が確保で き た。
a 臨時駐車場

• 宜野湾市土地開発公社所有地 （第 1 臨
時駐車場） 700台

• 宜野湾市土地開発公社所有地横 （第 2
臨時駐車場） 2, 000台

• 牧港漁港 （第 3 臨時駐車場） 400台
• 宜野湾 ト ロ ピ カ ル ピ ー チ駐車場 （共同

駐車場） 150台
• 宜野湾市民会館専用駐車場 300台

b 駐車場の区 分 ・ コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン
タ ー 周辺駐車場 に 関 し て 、 コ ン ベ ン シ ョ
ン セ ン タ ー 施設内、 宜 野 湾 市 立 体育館
（一部） を 関係者用 と し 、 その他の駐車場

を一般駐車場 と し た。
c 交通誘導体制

宜野湾替察署の指導に よ り 、 駐車場苔
備員 の配置及 び誘導体制 を徹底 し た。

d 各駐車場の稼働率
コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー 周辺の各駐車

場の稼働率は、 初 日 、 2 日 目 は約50％ で
3 日 目 、 4 日 目 は ほ ぼ100％ で あ っ た。

特 に フ ェ ス ト ー ネ横の宜野湾市土地開発
公社所有地に集中 し た 。

イ 警備関係
民間啓備会社 に業務 を委託 し 、 会場内 及 び

臨時駐車場の警備及び交通誘導 を行 っ た。 臨
時駐車場は、 ア ルパイ ト 要員 も 動員 し て行っ
た。 ま た 、 宜野湾苔察署 に お い て は 、 期 間 中

の会場評備 と 交通規制 を 行っ た。

（ア） 警備実施会場
a コ ン ベ ン シ ョ ン 会場

警備期 間 ： 10月 1 1 日 ～ 10月 15 日

配 置 先 ： 駐車場
会場
夜 間
ア ルバ イ ト 誘導員

（ イ ） 警備等の状況
宜野湾市海浜公固 ・ 多 目 的広場で開催す

る ワ ー ル ドバザー ルヘの 出 店 業 者 の た め 、

10月 11 日 ～ 10月 15 日 の 間 の夜 間 警備 を 実施

し 、 期 間 中 の事故等の問題は発生 し な かっ
た。

a 各駐車場啓備
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• 1 日 目
フ ェ ス ト ー ネ 敷地 内 の 駐 車 場 に 、 利

用 者以外の駐車車両があ り 、 施設職員
から指摘を受け、 す ぐに 対処。 フ ェ ス ト ー

ネ 入 り 口 に常駐で笞備員 を 配置 し た 。
大型バス の入構があ っ た た め 、 歩行

者の誘導に注意 し た。
• 2 日 目

早朝か ら タ ク シ ー 利 用 の 来場者があ
り 、 空席の タ ク シ ー が構内 に並ぶ状況
が発生 し た の で並ぶ位置 を 第 1 駐車 場

横 に 固 定 し た。
• 3 日 目

一般 入 場 者 の マ イ カ ー 等 が フ ェ ス
ト ー ネ 横 駐 車 場 に 集 中 し た た め 、 200
m の車両の列がで き た の で 、 宜 野湾 署
か ら の指導の も と 拡声 器 に て 他 の 駐 車

楊 を 案内 し た。
• 4 日 目

最 終 日 と 日 曜 日 が重 な り 、 駐 車 場 は
終 日 満車状態 で あ っ た。 車 両 と 歩行者
の事故防止 に 注意 し 誘 導 に あ た っ た 。
ま た 、 宜野湾署員 と パ ト カ ー の巡回 で
事故 も な く 終了 し た 。

b コ ン ベ ン シ ョ ン 会場
多 目 的広場会場 に は警察官詰 め 所 を 設

置 し 、 宜野湾警察署員 に よ る 会場菩備が
実施 さ れ た結果、 混乱 も な く 全 日 程 を 終
了 す る こ と がで き た。

c 交通

宜野湾警察署員 に よ る 交通規制 の 協 力

に よ り 、 無事混乱 も な く 全 日 程 を 終了 す
る こ と がで き た 。

（ ウ ） 警 察実施本部の体制 （宜野湾警察署）
a コ ン ペ ン シ ョ ン 会場

警察官動 員 数 ( 4 日 間 延べ269人 ）

ウ 旅行業務関係

10月 4 日 か ら 10 日 、 1 0 月 16 日 か ら 18 日 に か
け て那覇空港へ到着 す る 参加 者 の迎 え や 出 発

す る 参 加 者 へ 見 送 り と 荷 物 の 積 み 下 ろ し や
カ ー ト 回収の補助等 を 行 っ た 。

大会期 間 中 は 、 総合案 内 に て 参加者情報や
宿泊情報の 問 い合 わ せ 、 大 会 ワ ッ ペ ン の 再交

付等 に 対応 し た 。



④ 接遇関係
ア V I P 接遇

ハ ワ イ j1•I ホ ノ ル ル市 長 、 駐 日 ペ ネ ズ エ ラ ・

ポ リ バ ル 共和 国特命全権大使 な ど海外及ぴ国
内 来賓 に つ い て 、 県 内滞在中 に お け る 接伴係
貝 を 配す る と と も に 、 必 要 に 応 じ て 車両の手
配 を 行 っ た 。

開 閉 会式 に つ い て 、 国際交流員 等 を 通訳 と
し て 配置 し 、 控室で は ポ ラ ン テ ィ ア の協 力 を
得て 湯茶接待 を 行 い 、 記 念 品 を 瞳呈 し た。 開
会式終了 後 に は 、 知事招宴会場へ誘導 し た 。

な お 、 県 選 出 国 会議 員 は 国 会 日 程 の 都 合
上、 出 席 者 は 少 な か っ た 。

イ 受 付
開 閉 会式 の 受付 は 海外及び国内 の招待者の

み と 簡素化 し 、 言語別 （英語、 ス ペ イ ン 語、
ポ ル ト ガ ル 語） の 通訳 ポ ラ ン テ ィ ア を 配置 し

円 滑 に 対応す る と と も に 、 手荷物の 一 時預か
り を 行 っ た 。

ま た 、 開 会式終了 後 に は 大会参加記念品 の
引 換 を 行 っ た 。

ウ 式典案内
招待者の座席 は 、 来賓等の指定席 を 特定す

る と と も に 、 招 待 区 分 毎 の プ ロ ッ ク 指定 と
し 、 到 着 順 に ご案内 し た と こ ろ 、 ほ ぼ空席無
く 整理す る こ と がで き た。

開 会式の 海外参加者の座席 は 、 参 加 国 、 地
域別 に 国旗等 を 付 け た風船 を 掲 げた他、 国別
に 通訳 ポ ラ ン テ ィ ア を 配置 し て対応 し た。 国

10月 12 日 10月 13 日

患者処 置 人 数 8 

う ち 病 院移送件数 ゜
う ち 入 院件 数 ゜
⑥ 会場設営 （ サ イ ン計画）

サ イ ン 計画 に 関 し て は 、 第 3 回 大会 を 参考 に
し 、 統一 し た デザ イ ン プ ラ ン で会場設営 を 行 っ

た 。 ま た 、 言語表記 に 関 し て は 一部 を 除い て 4

カ 国語 （ 日 本語 、 英語、 ス ペ イ ン 語、 ポ ル ト ガ
ル 語 ） で 表 記 し た 。

制作物

• メ イ ン ゲ ー ト タ イ ト ル看板 （英文字表記）

• メ イ ン ゲー ト タ イ ト ル看板 （ 日 本語表記）

2 ゜
゜
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内 参 加者 に つ い て は 、 第 2 会場 （劇場） へ案
内 し た 。

閉 会式 は 、 招 待者以外は 自 由 席 と し 、 参加
者同士が 自 由 に 交流 を 図 れ る よ う に し 、 可 能

な 限 り 県民の方 も 入場 を さ せた 。 閉 式後 に は
参加者 を グ ラ ン ド フ ィ ナ ー レ 会場であ る 多 目

的広場へ誘導 し た。

⑤ 救護対策
救急処置 及 ぴ急病等の 対応 に 当 た る 救護班員

（看護師） の 配置 に つ い て は 、 医療法人球賜会海
邦病院及 ぴ 日 本赤十字社沖縄県支 部 の 協 力 を い
た だい た 。

大会の メ イ ン 会場 で あ る 沖縄 コ ン ベ ン シ ョ ン
セ ン タ ー の救護体制 に 関 し て は 、 会場か ら 最 も
近 く に位置す る 海邦病院 に 看設 師 の 派遣 を 依頼
し た。 大 会期 間 中 、 展示棟内 に 救誰所本部 、 多
目 的広 場 （ ワ ー ル ドバザー ル 会場 ） に 救渡所 を
設置 し 、 救設所本部 に 1 名 、 救護所 に 2 名 の看
護師 を 配置 し 、 国 際親善サ ッ カ ー 大 会 が開 催 さ
れ た 宜野湾市立 グ ラ ウ ン ド に 1 名 の看護師 を 配
置 し た 。

国際親善ゲ ー ト ポ ー ル 大 会 や空手道 ・ 古武 道
交流祭が開催 さ れ た 奥武 山 運動公 園 に お け る 救
護班員 の 配置 に 関 し て は 、 沖縄赤十字病 院 に 依
頼 し た 。

奥武 山 運動公 園 に は 看 護 師 2 名 を 配 置 し た ほ
か 、 救急時の患者の搬送 等 の 事態 に 備 え て 救護
車 1 台、 運転者 1 名 を 配置 し た 。

期 間 中 の患者処理状況 に つ い て は 、 下記の と
お り であ る 。

10月 14 日 10月 15 日 計

10 16 36 

゜ ゜ ゜
゜ ゜ ゜

• サ プゲー ト 看板

• 奥武 山 運動公 園 入 口 看板 （ ア ー チ ）
• 多 目 的広 場 エ ア ー ア ー チ

• 会場総合案 内 図立看板
• 各 会場デ イリー ス ケ ジ ュー ル 立看板 （展示棟）

• 各会場デ イ リー ス ケ ジ ュー ル立看板 （ 劇 場棟）

• 各会場デ イ リー ス ケ ジ ュー ル立看板 （ 会議棟）

• 受付 案 内 看 板

• オ ー プ ニ ン グセ レ モ ニ ー 受 付 配 置 （ 海外 国



別受付）
• オ ー プニ ン グセ レ モ ニ ー 受付配置

（総合案内 ・
国

内招待受付 ． V I P 受付）
• 既設サ イ ン 利用 1

• 既設サ イ ン 利 用 2
• 既設サ イ ン 利 用 3

• 展示棟入 ロ ラ イ ン ・ 大会マ ー ク
• 展示棟入 ロ フ ラ ッ グ式サ イ ン
• 会議棟入 ロ ラ イ ン ・ 大会マ ー ク
• 会議棟入 ロ フ ラ ッ グ式サ イ ン
• 会議棟内 吊 り 看板
• 横断幕
• 誘導サ イ ン
• 劇楊棟入 ロ ラ イ ン ・ 大会マ ー ク
• 展示棟入ロ フ ラ ッ グ式サ イ ン
•

国
道58号 コ ン ペ ン シ ョ ン 入 口 歩道橋横断幕

• 誘導立看板
（会場案内、 駐 車場 ま で あ と 300m 、 駐 車 場

マ ー ク 入 り ）
• 誘導サ イ ン （ タ ク シ ー 乗 り 場）
• 誘導サ イ ン （ シ ャ ト ルバス乗 り 場）
• シ ャ ト ルパス乗 り 場サ イ ン
• 駐車場誘導サ イ ン （来賓）
• 駐車場誘導サ イ ン （関係者）
• 駐車場誘導サ イ ン （大会役員 ）
・ 駐車楊誘導サ イ ン （出 店業者）
• 駐車場誘導サ イ ン （一般）
• 満車表示立看板
• シ ャ ト ル バス 横断幕
• シ ャ ト ル バス ・ フ ロ ン ト サ イ ン
• 会楊内案内板

（警備員 詰所、 救護室、 展示場本部、 プ レ ス
室、 関係者用 ロ ッ カ ー 、 県職員 ・ ポ ラ ン テ ィ
ア ス タ ッ フ 休憩所、 会議場本部）

• コ イ ン ロ ッ カ ー 案内サ イ ン
• 会場内案内板 （ テ ン ト 吊 り 下げ）

（笞備、 救護、 放 送 、 ご休憩所、 ス タ ッ フ
弁当 配布所、 迷子、 運転手休憩所、 実施本
部）

⑦ 広報活動
実施本部広報部広報班で は 、 那覇空港 内 に お

い て大 会参加者や関 係
者

に対 し 、 大会全般 に つ

い ての情報やホ テ ル 、 観光 に 関 す る 情報等の提
供 を 行 う と と も に 、 大会参加者の ト ラ プルや苦
情に適宜対応す る た め 、 10月 6 日 （金） か ら 大
会前 日 の10月 1 1 日 （水） ま で那覇空港国内 線 l
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F 到 着 ロ ビ ー の那覇空港観光案内所

内

に 空港 イ
ン フ ォ メ ー シ ョ ン デス ク を 設置 し た。

ま た、 大 会期 間 中 に は 沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン セ
ン タ ー 展示棟内 に プ レ ス 室 を 設置 し 、 プ レ ス リ
リ ー ス の提供や マ ス コ ミ 対応 な ど を 行 っ た 。


